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Ⅰ はじめに

新潟県立大学は、「国際性の涵養」、「地域性の重視」、「人間性の涵養」を基本理念と

して、県立新潟女子短期大学が培ってきた教育の伝統と知的財産を更に発展させ、平成

21年４月に開学した大学である。

新潟県公立大学法人評価委員会は、この大学を運営する公立大学法人新潟県立大学（以

下「法人」という。）による業務実績について、専門的、客観的かつ中立公正な評価を

行うことをその使命として設置されたものである。

平成27年度から第２期中期目標期間が始まったところだが、当評価委員会が行う評価

が、法人の自主的かつ継続的な業務運営の見直し、改善を促し、もって業務内容の質的

向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを期待する。

平成29年８月

新潟県公立大学法人評価委員会県立大学部会

部 会 長 浦 田 秀次郎

委 員 尾 畑 留美子

委 員 古 城 佳 子

委 員 坂 井 啓 二

委 員 城 山 英 明
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Ⅱ 評価（年度評価）の仕組みについて

１ 年度評価の根拠

地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条

２ 評価対象

平成28年度における公立大学法人新潟県立大学中期計画（平成27年３月知事認可）

の進捗状況

３ 評価要領

公立大学法人新潟県立大学の各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領

（平成27年８月新潟県公立大学法人評価委員会決定）に基づき実施

４ 評価の経緯

平成29年６月30日 法人から業務実績報告書の提出

７月13日 第１回県立大学部会開催

７月26日 小項目別評価結果案とりまとめ

７月26日 法人から小項目別評価結果案に対する意見の提出

８月７日 第２回県立大学部会開催・評価結果の確定
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Ⅲ 評価結果
１ 全体評価

中期計画の進捗は、『 順 調 』である。

(1) 評価理由

第２期中期目標期間の二年目となる平成28年度は、第１期中期目標期間において課

題とされた事項の改善に努めるとともに、新たに設定した目標達成に向けた取組状況

について、100 を超える事業及び指標の進捗状況を基に、項目別の評価を実施の上、

大項目別評価及び全体評価を行ったところである。

大項目（７区分）ごとの取組状況をみると、(1)教育に関する事項は、留学生の受

入・派遣数が目標値を大幅に上回ったこと、(2)研究に関する事項は、学会報告件数

及び著書・美術作品・音楽活動等の発表数が目標値を上回ったこと、(5)財務内容の

改善に関する事項は、志願倍率が高い水準を維持していることなどから、これら３つ

の大項目における中期計画の進捗状況は、いずれも「順調」と判断した。

(3)地域貢献・国際化に関する事項では、公開講座の開催や審議会等への委員委嘱

数など、その取組の多くが年度計画を大幅に上回ったことから、中期計画の進捗状況

は「優れて順調」と判断した。

また、その他の３つの大項目は、その取組の多くが概ね年度計画どおりに実施され

ており、中期計画の進捗状況は「概ね順調」と評価した。

以上のことから、県立大学の使命を果たしていく上で、教育研究上の質の向上に関

わる(1)教育に関する事項、(2)研究に関する事項及び(3)地域貢献・国際化に関する

事項は特に重要であることを考慮し、大項目別の評価結果を総合的に勘案した結果、

平成28年度の県立大学の業務実績は、全体として「中期計画の進捗は『順調』である」

と評価した。（下表参照）

全体 大項目別評価 評価項目数120

評価 大項目（７項目） 評価結果 事業単位81 指標単位39

教育研究上 (1)教育に関する事項 Ａ 順調 38 14
の質の向上
に関する事 (2)研究に関する事項 Ａ 順調 6 8
項

(3)地域貢献・国際化に関する事項 Ｓ 優れて順調 8 11

順調 (4)業務運営の改善及び効率化に関する事項 Ｂ 概ね順調 10 1

(5)財務内容の改善に関する事項 Ａ 順調 8 5

(6)自己点検・評価、外部評価の実施及び Ｂ 概ね順調 2 -
評価結果の活用に関する事項

(7)その他業務運営に関する重要事項 Ｂ 概ね順調 9 -
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(2) 特筆すべき取組や顕著な成果が認められた事項

◎ 留学生受入・派遣数【教育、地域貢献・国際化】

＜受入数（目標値 26人 実績値 51人）＞

＜派遣数（目標値 105人 実績値 201人）＞

◎ 海外の大学等との相互交流【地域貢献・国際化】

受入者数、派遣者数のいずれも、目標値を大きく上回り、前年度実績も上回ってい

る。特に、外務省の KAKEHASHI Projectに採択され、学生23名が米国インディアナポ
リス市内の大学や企業を訪問するなど、海外の大学等との交流を積極的に推進してい

る。

◎ 公開講座などの学習機会の提供【地域貢献・国際化】

新たに「人とのつながり」、「絆」をテーマに講演会を開催するなどして、教育・研

究成果を地域に還元し、受講者数の増加につなげていることは大いに評価できる。今

後も受講者ニーズに沿った学習機会を提供していただきたい。

◎ 国・地方公共団体の審議会等の委員委嘱数【地域貢献・国際化】

＜目標値 80件 実績値 115件＞

◎ 大学・教員がマスメディアに取り上げられた件数【地域貢献・国際化】

＜目標値 80件 実績値 112件＞

いずれも目標値を上回っており、特に委員委嘱数では、教員が委員として国のガイ

ドライン策定や地方自治体の計画策定の一翼を担っている。

(3) 課題・改善点や業務運営等に対する意見

◎ 大学院の定員充足率【教育】

＜目標値 100％（10人） 実績値 20％（２人）＞

大学院開設２年目ということもあるが、大学院の定員充足率は２割と、目標値を大

きく下回っている。今後、地域に即したカリキュラムの体系的開発など、取組内容の

一層の充実が望まれる。

◎ 論文数・査読付き論文数・英語論文数【研究】

＜論文数 （目標値 140編 実績値 92編）＞

＜査読付き論文数（目標値 79編 実績値 48編）＞

＜英語論文数 （目標値 50編 実績値 33編）＞

論文数、査読付き論文数のいずれも目標値を大きく下回り、かつ、前年度より下回

っている。英語論文数は前年度よりも微増であるが、目標値を大きく下回っている。

なお、学会報告件数は目標値を上回っていることから、今後、論文数の増加に努め

られたい。
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２ 大項目別評価

(1) 教育に関する目標

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。

【評価理由】

留学生の受入数・派遣数についての取組事項がｓ評価（年度計画を大幅に上回

る）、管理栄養士の国家試験対策・合格率、志願倍率、就職率など13の取組事項

がａ評価（年度計画を上回る）となった。

大学院の定員充足率において、ｄ評価（年度計画を大幅に下回る）となったも

のの、教育の内容・実施体制、また学生への支援といった教育の核となる取組の

実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は『順調』）が相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 38 ６ 32
15.8％ 84.2％

指標単位評価結果 14 ２ ７ ４ １
14.3％ 50.0％ 28.6％ 7.1％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○教育の内容に関する事項

・ 管理栄養士国家試験受験への支援については、前年度が全国平均合格

率を下回る結果となったことを踏まえ、国家資格関連科目の試験対策な

ど、学科全教員が参画する体制を整え、早い段階から受験に対する取組

を行い、新卒の合格率は100％を達成するなど、著しい改善が見られた。

今後も高い合格率を維持するよう期待する。

・ 社会福祉士国家試験受験への支援について、早い段階から受験に対す

る取組を行い、新卒の合格率は76.5％で、全国平均合格率（25.8％）を

大幅に上回り、全国福祉系大学等の中では上位の合格率(全国212校中15

位）となるなど、高い水準を維持している。
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○教育の実施体制に関する事項

・ 国の大学教育改革に関する支援プログラムの採択に関する取組につい

て、共同申請した「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」が継続採

択されている。

○学生への支援に関する事項

・ 大学院開設２年目ということもあるが、大学院の定員充足率は２割と、

目標値を大きく下回っている。今後、地域に即したカリキュラムの体系的

開発など、取組内容の一層の充実が望まれる。

・ 学生の就職活動を支援するため、海外企業（県内企業の海外子会社）と

連携した大学独自のインターンシップについて、最終的には企業側の事情

により渡航直前に中止となったものの、企画・実施に向けた努力が認めら

れる。

（教育に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

国際地域学部
点 730 622 － ｂTOEICスコア

卒業時の英語能力
人間生活学部

点 500 585 － ａTOEICスコア

管理栄養士合格率 ％ 100 100 － ａ
国家資格の取得率

社会福祉士合格率 位 10 15
91.1％ ｂ（全国10位以内） (％) （84.0） （76.5）

志願倍率 倍 9.1 9.7 106.6％ ａ

授業内容満足度 ％ 85 90.9 106.9％ ａ

離学した学生の割合 ％ 1 1.0 100.0％ ａ

教員の学習サポート満足度
％ 80 77.8 97.3％ ｂ（学習・進学）

国の大学教育改革に関する支援
件 １ １ － ａプログラム採択数

就職希望者の就職率 ％ 100 99.2 99.2％ ａ

卒業生の就職・進学満足度 ％ 90 89.4 99.3％ ｂ

受入数 人 26 51 196.2％ ｓ
留学生受入・派遣数

派遣数 人 105 201 191.4％ ｓ

(参考)学生に占める外国人留学生の割合 ％ 4.5

大学院の定員充足率 ％ 100 20.0 20.0％ ｄ
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(2) 研究に関する目標

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。

【評価理由】

論文の引用件数等についての取組事項がｓ評価（年度計画を大幅に上回る）、

学会報告件数及び著書・美術作品・音楽活動等の発表数についての取組事項がａ

評価（年度計画を上回る）となった。

科学研究費補助金等の出願件数、論文数、査読付き論文数及び英語論文数にお

いて、ｃ評価（年度計画を十分に実施せず）となったものの、中期計画の改定に

より平成27年度から目標値が上昇していることも踏まえ、総合的に勘案すると、

Ａ評価（中期計画の進捗は『順調』）が相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ６ ６
100.0％

指標単位評価結果 ８ １ ２ １ ４
12.5％ 25.0％ 12.5％ 50.0％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○研究水準及び成果に関する事項

・ 学会報告件数は151件となり、前年度（203件）を下回ったものの、目標

値（140件）を超える実績となった。

・ 著書・美術作品・音楽活動等の発表数は62件となり、前年度（60件）を

若干上回り、目標値（57件）を超える実績となった。

・ 論文数、査読付き論文数及び英語論文数について、研究成果を論文でな

く書籍として発表する場合があることも確認したが、結果としてはいずれ

も目標値を下回った。今後は、学会報告を論文数の増加につなげてもらい

たい。

・ 教員評価について、教員評価システムを本格実施し、教育・研究・社会

活動等について各教員の成果を評価し、教員へのフィードバックを行う体

制を整備している。
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○研究の実施体制の充実・強化に関する事項

・ 教員評価における最高評価の教員に対して、研究費の追加配分を行う仕

組みを整備するなど、研究の実施体制の充実を図っている。

（研究に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

受託・共同研究件数 件 16 13 81.3％ ｂ

科学研究費補助金等の出願件数 件 28 21 75.0％ ｃ

編 140 92 65.7％ ｃ

論文数 査読付き論文数 編 79 48 60.8％ ｃ

英語論文数 編 50 33 66.0％ ｃ

学会報告件数 件 140 151 107.9％ ａ

著書・美術作品・音楽活動等の
件 57 62 108.8％ ａ発表数

論文の引用件数等 件 535 5,345 999.1％ ｓ
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(3) 地域貢献・国際化に関する事項

Ｓ 中期計画の進捗は『優れて順調』である。

【評価理由】

公開講座の開催や審議会等への委員委嘱数など８つの取組事項がｓ評価（年度

計画を大幅に上回る）、サマーセミナーの開催といった国際交流の取組など４つ

の取組事項がａ評価（年度計画を上回る）となった。

19項目中、12項目がａ評価以上であり、特にｓ評価は８項目で全体の42.1%を

占めることを総合的に勘案すると、Ｓ評価（中期計画の進捗は『優れて順調』）

が相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ８ ２ ２ ４
25.0％ 25.0％ 50.0％

指標単位評価結果 11 ６ ２ ３
54.5％ 18.2％ 27.3％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○教育研究などにおける地域や社会との連携・協力に関する事項

・ 国・地方自治体の審議会等への委員委嘱数について、前年度よりも増加

（Ｈ27：105件 → Ｈ28：115件）し、国のガイドラインの策定や地方自治

体の計画策定において、議長や有識者などとして参画している。

・ 公開講座の開催について、今までの「食」や「酒」といったテーマ以外

にも、新たに「人とのつながり」、「絆」をテーマに講演会を開催するなど、

教育・研究成果を地域に還元し、受講者数の増加につなげている。今後も、

世界や地域と関わることに結びつくような公開講座の運営に期待したい。

・ 大学院を開設したことに伴い、情報の発信力が高まり、マスメディアに

取り上げられた件数は112件で、目標値（80件）を超える実績となった。
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○国際化の推進に関する事項

・ 海外の大学等との交流について、外務省の KAKEHASHI Projectに採択
され、学生23名が米国インディアナポリス市内の大学や企業を訪問するな

ど、海外の大学等との交流を積極的に推進している。また、留学生の受入

数、派遣者数のいずれも、目標値を大きく超える実績となった。

（地域貢献・国際化に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

卒業生を採用した企業の満足度 ％ 80 78.6 98.3％ ｂ

新卒者の県内就職数 人 135 150 111.1％ ａ

公開講座などの
聴講者数 人 1,040 1,350 129.8％ ｓ

聴講者数・教員参画数 教員参画数 人 19 40 210.5％ ｓ

受託・共同研究件数（再掲） 件 16 13 81.3％ ｂ

国・地方自治体の審議会等の
件 80 115 143.8％ ｓ委員委嘱数

大学・教員がマスメディアに
件 80 112 140.0％ ｓ取り上げられた件数

国際地域学部
点 730 622 － ｂ

卒業時の英語能力
TOEICスコア

（再掲） 人間生活学部
点 500 585 － ａTOEICスコア

留学生受入・派遣数
受入数 人 26 51 196.2％ ｓ

（再掲） 派遣数 人 105 201 191.4％ ｓ

(参考)学生に占める外国人留学生の割合 ％ 4.5
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(4) 業務運営の改善及び効率化に関する事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価理由】

学内運営の見直し、奨学金制度の検討及び教職員の採用の３つの取組事項がａ

評価（年度計画を上回る）であるが、11項目中、８項目がｂ評価（年度計画を概

ね実施）であることを勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）が

相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 10 ３ ７
30.0％ 70.0％

指標単位評価結果 １ １
100.0％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○運営体制の改善に関する事項

・ 学生支援のために、奨学金制度の検討を行い、大学及び大学院において

給付型の奨学金制度を創設している。

○人事の適正化に関する事項

・ 教職員の採用に当たって、公募による採用を実施し、特に職員採用につ

いては中堅職員による面接を導入するなど新たな仕組みを取り入れてい

る。応募倍率も114倍と高く、優秀な人材の確保に寄与するものと考えら

れる。

（業務運営の改善及び効率化に関する事項に係る指標の達成状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

事務局の学生サポート満足度
％ 75 69.2 92.3％ ｂ（学生生活、就職）
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(5) 財務内容の改善に関する事項

Ａ 中期計画の進捗は『順調』である。

【評価理由】

科学研究費補助金等の獲得件数についてｓ評価（年度計画を大幅に上回る）、

外部研究資金比率など４つの取組事項がａ評価（年度計画を上回る）となった。

13項目中、８項目がｂ評価（年度計画を概ね実施）であるが、主要項目の志願

倍率が高い水準を維持していることを総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の

進捗は『順調』）が相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ８ １ ７
12.5％ 87.5％

指標単位評価結果 ５ １ ３ １
20.0％ 60.0％ 20.0％

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○外部研究資金その他自己収入の増加に関する事項

・ 科学研究費補助金等の獲得件数及び外部研究資金比率について、目標値

を達成し、外部研究資金の獲得に努めている。

○資産の運用管理の改善に関する事項

・ 教員免許更新講習を開講し、会場を提供するなど、大学施設の有効活用

に努め、自己収入の増加を図っている。

（財務内容の改善に関する事項に係る指標の進捗状況）

指標項目 単位 目標値 実績値 達成率 評価

志願倍率（再掲） 倍 9.1 9.7 106.6％ ａ

科学研究費補助金等の獲得件数 件 18 22 122.2％ ｓ

外部研究資金比率（経常収益対応） ％ ３ 3.4 113.3％ ａ

自己収入比率（経常収益対応） ％ 55 55.6 101.1％ ａ

教育研究費比率（経常収益対応） ％ 20 19.3 96.5％ ｂ
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(6) 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価理由】

評価結果の活用に関する取組及び情報提供に関する取組について、２項目とも

ｂ評価（年度計画を概ね実施）であることから、Ｂ評価（中期計画の進捗は『概

ね順調』）が相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ２ ２
100.0％

指標単位評価結果 指標
なし

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する事項

・ 前年度の年度評価の中で、管理栄養士国家試験受験への支援について課

題として指摘をしていたところであるが、具体的な取組を行い、新卒の合

格率は100％を達成するなど、成果につなげていることが認められる。
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(7) その他業務運営に関する重要事項

Ｂ 中期計画の進捗は『概ね順調』である。

【評価理由】

コンプライアンスの推進に関する事項など、９つの取組事項の全てがｂ評価（年

度計画を概ね実施）であることから、Ｂ評価（中期計画の進捗は『概ね順調』）

が相当である。

（小項目別評価結果）

項目数 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ

事業単位評価結果 ９ ９
100.0％

指標単位評価結果 指標
なし

（評価基準）

ｓ：年度計画を大幅に上回る ａ：年度計画を上回る ｂ：年度計画を概ね実施

ｃ：年度計画を十分に実施せず ｄ：年度計画を大幅に下回る

【概況】

○コンプライアンスの推進に関する事項

・ 研究倫理教材e-learning（CITI Japan）による研修を導入するなど、コ

ンプライアンスの推進に関する取組がなされている。

○安全管理に関する事項

・ オリエンテーションの機会を捉えて、警察による防犯講習や薬物乱用防

止講習を開催し、学生に対して注意喚起を行っている。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

1
　

入
学

者
選

抜
方

法
は

、
学

内
委

員
会

等
に

お
い

て
事

後
評

価
を

継
続

的
に

行
い

、
そ

の
改

善
を

図
る

。

1
　

よ
り

多
く

の
志

願
者

獲
得

を
目

指
し

、
推

薦
入

試
の

選
抜

方
法

に
つ

い
て

改
善

を
図

る
。

ｂ

　
よ

り
多

く
の

志
願

者
数

獲
得

の
た

め
に

、
学

部
長

・
学

科
長

が
高

校
訪

問
を

実
施

し
、

高
校

教
諭

と
の

意
見

交
換

を
行

う
な

ど
、

志
願

者
増

に
つ

な
が

る
取

組
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
平

成
2

8
年

度
の

推
薦

志
願

者
数

が
３

学
科

共
に

増
加

し
た

こ
と

も
勘

案
し

、
選

抜
方

法
に

つ
い

て
は

検
討

を
続

け
る

こ
と

と
し

た
。

高
校

訪
問

数
・

１
３

校
高

校
教

諭
対

象
説

明
会

参
加

者
数

（
２

日
間

合
計

）
5

8
名

　
（

前
年

度
 4

9
名

）

ｂ

2
　

多
様

な
能

力
や

経
歴

を
有

す
る

学
生

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
一

般
選

抜
入

試
に

加
え

、
特

別
選

抜
入

試
を

実
施

す
る

。

2
　

外
国

人
留

学
生

や
帰

国
生

を
対

象
と

す
る

特
別

選
抜

入
試

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

志
願

者
が

増
え

た
場

合
の

対
応

を
検

討
す

る
。

ｂ

　
外

国
人

特
別

選
抜

、
帰

国
生

特
別

選
抜

の
各

入
学

試
験

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

志
願

者
数

が
1

0
名

超
の

場
合

で
も

対
応

可
能

な
体

制
に

て
試

験
を

実
施

し
た

。

・
外

国
人

留
学

生
１

名
・

帰
国

生
１

名

ｂ

外
国

人
特

別
選

抜
試

験
、

帰
国

生
特

別
選

抜
試

験
の

応
募

者
・

合
格

率
に

つ
い

て

①
外

国
人

特
別

選
抜

試
験

 応
募

者
１

名
 合

格
率

０
％

②
帰

国
生

特
別

選
抜

試
験

 応
募

者
１

名
 合

格
率

１
０

０
％

3
　

入
学

志
願

者
確

保
の

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

各
種

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

て
大

学
の

知
名

度
向

上
を

図
る

。

3
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
情

報
を

掲
載

す
る

ほ
か

、
県

内
外

の
新

聞
や

受
験

情
報

サ
イ

ト
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

て
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。
ｂ

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

本
学

の
教

育
内

容
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

案
内

、
入

試
日

程
、

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
の

案
内

等
の

情
報

を
掲

載
し

た
。

　
ま

た
、

新
聞

、
進

学
情

報
誌

、
受

験
情

報
サ

イ
ト

な
ど

の
媒

体
に

広
告

（
入

試
情

報
等

）
を

掲
載

し
た

。
さ

ら
に

、
fa

c
e
b

o
o
k

を
開

設
し

て
情

報
発

信
に

努
め

た
。

ｂ

4
　

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
の

開
催

、
高

校
訪

問
、

各
種

進
学

相
談

会
等

へ
の

参
加

を
通

じ
、

大
学

の
知

名
度

向
上

と
優

秀
な

学
生

の
獲

得
を

目
指

す
。

4

３
　
事
業
単
位
評
価

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

１
　

教
育

に
関

す
る

目
標

(2
) 

教
育

の
内

容
に

関
す

る
目

標
①

入
学

者
受

入
方

針

　
各

学
科

・
研

究
科

の
入

学
者

受
入

方
針

に
沿

っ
た

入
学

者
選

抜
を

行
う

と
と

も
に

継
続

的
に

そ
の

検
証

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

入
学

定
員

や
選

抜
制

度
の

見
直

し
を

行
う

。

＜
入

試
制

度
＞

＜
広

報
活

動
＞

　
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

や
高

校
訪

問
等

を
実

施
し

、
大

学
の

知
名

度
を

向
上

さ
せ

、
優

秀
な

学
生

の
確

保
を

図
る

。

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

（
８

月
６

日
・

７
日

）
を

実
施

し
、

県
内

高
等

学
校

校
長

協
会

主
催

の
進

路
指

導
教

諭
を

対
象

に
し

た
「

大
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
セ

ミ
ナ

ー
」

に
参

加
し

た
ほ

か
、

本
学

主
催

の
高

校
教

諭
対

象
説

明
会

を
本

学
及

び
福

島
県

郡
山

市
で

開
催

し
、

高
校

教
諭

に
対

し
て

本
学

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
機

会
を

設
け

た
。

　
ま

た
、

学
部

長
・

学
科

長
に

よ
る

高
校

訪
問

を
実

施
し

、
校

長
や

進
路

指
導

教
員

と
面

談
の

機
会

を
も

ち
、

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
参

加
者

数
（

２
日

間
合

計
）

 2
,1

8
5

名
　

（
前

年
度

 2
,1

8
7

名
）

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
参

加
者

数
（

２
日

間
合

計
）

5
8

名
　

（
前

年
度

 4
9

名
）

（
再

掲
）

a
ｂ

少
子

化
の

中
で

の
推

薦
入

学
者

の
増

加
、

志
願

倍
率

の
増

加
は

評
価

す
べ

き
で

あ
る

が
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
や

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
な

ど
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

、
い

ず
れ

も
前

年
度

と
同

様
の

参
加

者
数

に
留

ま
っ

て
い

る
の

で
、

ｂ
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

な
お

、
志

願
倍

率
は

指
標

評
価

（
N

o
3

,N
o
2

7
）

で
、

ａ
評

価
と

し
て

い
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

5
　

課
題

を
自

ら
発

見
し

解
決

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

の
授

業
を

推
進

す
る

。

5
　

『
地

域
協

働
演

習
（

仮
称

）
』

の
平

成
2

9
年

度
実

施
に

向
け

整
備

を
進

め
る

。
　

ま
た

課
題

解
決

型
の

演
習

科
目

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

た
め

に
「

地
（

知
）

の
拠

点
大

学
に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

」
（

C
O

C
+
)に

よ
る

地
域

志
向

科
目

へ
の

平
成

2
9

年
度

か
ら

の
参

加
を

目
指

す
。

b

　
平

成
2

9
年

度
教

育
課

程
に

お
い

て
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
取

り
入

れ
た

『
地

域
協

働
演

習
』

を
新

設
し

、
『

海
外

実
地

研
修

』
科

目
の

充
実

化
も

行
っ

た
。

国
際

地
域

学
部

に
て

少
人

数
ゼ

ミ
『

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
、

Ⅱ
』

を
導

入
し

た
。

　
ま

た
、

学
生

が
大

学
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
枠

を
超

え
て

学
ぶ

機
会

の
拡

大
を

目
指

し
て

、
「

地
（

知
）

の
拠

点
大

学
に

よ
る

地
方

創
成

推
進

事
業

（
C

O
C

+
）

」
に

参
加

し
た

。

※
C

O
C

+
・

・
・

文
部

科
学

省
に

よ
る

大
学

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
革

に
対

す
る

支
援

制
度

。
（

以
下

「
C

O
C

+
」

と
い

う
）

ａ

予
定

通
り

「
地

域
協

働
演

習
」

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

「
海

外
実

地
研

修
」

の
見

直
し

や
「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
リ

テ
ラ

シ
ー

Ⅰ
、

Ⅱ
」

の
導

入
な

ど
課

題
解

決
型

の
演

習
科

目
を

充
実

さ
せ

た
こ

と
な

ど
を

考
慮

す
る

と
、

a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

6
　

Ａ
Ｃ

Ｅ
（

A
c
a
d

e
m

ic
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
v
e

E
n

g
lis

h
）

科
目

を
含

む
英

語
教

育
を

充
実

し
、

英
語

活
用

能
力

の
向

上
を

図
る

。

6
　

A
C

E
プ

ロ
グ

ラ
ム

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

を
配

布
し

て
A

C
E

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

英
語

資
格

試
験

に
つ

い
て

周
知

し
、

英
語

学
習

の
目

標
を

意
識

さ
せ

る
。

b

　
新

入
生

の
英

語
学

習
へ

の
意

欲
を

高
め

る
た

め
、

A
C

E
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を

配
布

し
て

本
学

の
英

語
教

育
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
、

英
語

学
習

に
お

け
る

目
標

を
意

識
さ

せ
た

。
　

ま
た

、
人

間
生

活
学

部
学

生
の

英
語

活
用

能
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
正

し
、

１
・

２
年

次
に

習
得

し
た

英
語

力
を

活
用

し
て

専
門

科
目

を
学

ぶ
科

目
「

M
u

s
ic

 E
d

u
c
a
ti
o
n

a
ro

u
n

d
 t

h
e
 W

o
rl
d

」
ほ

か
４

科
目

を
平

成
2

9
年

度
か

ら
新

た
に

開
設

す
る

こ
と

と
し

た
。

ｂ

7
-
1

　
学

期
は

じ
め

の
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

指
導

を
通

じ
て

、
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
う

。

b

　
前

・
後

期
の

開
始

時
に

、
学

年
別

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

教
員

は
担

当
学

生
の

現
況

を
把

握
し

た
上

で
、

履
修

指
導

を
行

っ
た

。

ｂ

7
-
2

　
学

部
共

通
科

目
に

よ
っ

て
国

際
地

域
学

へ
の

導
入

と
コ

ー
ス

紹
介

を
行

い
、

１
年

後
期

に
学

生
の

興
味

・
関

心
に

応
じ

て
コ

ー
ス

選
択

を
行

わ
せ

る
。

b

　
１

年
前

期
に

開
講

す
る

学
部

共
通

科
目

「
国

際
地

域
研

究
入

門
」

を
通

じ
て

、
国

際
地

域
学

へ
の

導
入

を
行

う
と

と
も

に
、

４
つ

の
コ

ー
ス

（
国

際
社

会
・

比
較

文
化

・
東

ア
ジ

ア
・

地
域

環
境

）
の

紹
介

を
行

っ
た

。
こ

の
ほ

か
、

「
国

際
地

域
学

」
A

・
B

・
C

（
選

択
科

目
）

の
学

習
後

、
１

年
後

期
に

学
生

の
興

味
・

関
心

に
応

じ
て

コ
ー

ス
選

択
を

行
わ

せ
た

。

ｂ

＜
国

際
地

域
学

部
国

際
地

域
学

科
＞

7
　

学
部

・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

「
社

会
科

学
」

「
人

文
科

学
」

「
自

然
科

学
」

の
学

際
的

な
枠

組
み

に
基

づ
く

コ
ー

ス
を

設
定

し
、

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

②
教

育
課

程
＜

全
学

共
通

＞
【

学
部

学
士

課
程

】
　

大
学

の
基

本
理

念
や

目
標

を
踏

ま
え

、
語

学
運

用
能

力
や

課
題

解
決

能
力

、
高

度
な

専
門

知
識

・
技

術
が

身
に

つ
く

よ
う

学
生

の
目

的
に

応
じ

た
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

8
8

-
1

　
平

成
2

7
年

度
の

実
績

を
踏

ま
え

、
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
の

履
修

指
導

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

専
門

職
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

、
科

目
内

容
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
と

履
修

指
導

の
関

連
付

け
の

３
点

を
徹

底
さ

せ
て

い
く

。
　

ま
た

、
早

い
段

階
で

、
キ

ャ
リ

ア
を

意
識

さ
せ

る
べ

く
、

私
立

幼
稚

園
協

会
の

訪
問

説
明

会
を

実
施

す
る

。

b

　
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
、

履
修

指
導

担
当

教
員

が
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
指

導
を

行
い

、
ま

た
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
が

、
担

当
学

生
に

専
門

職
と

な
る

た
め

の
知

識
・

技
能

・
心

構
え

を
、

履
修

科
目

選
択

時
に

ア
ド

バ
イ

ス
し

た
。

さ
ら

に
、

各
専

任
教

員
が

授
業

の
中

で
科

目
内

容
と

関
連

付
け

て
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

と
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

　
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

（
一

社
）

新
潟

県
私

立
幼

稚
園

・
認

定
こ

ど
も

園
協

会
の

訪
問

説
明

会
を

１
～

３
年

生
を

対
象

に
１

月
に

実
施

し
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
っ

た
。

ｂ

8
-
2

　
“

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
革

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
”

で
、

「
資

格
・

免
許

あ
り

き
」

の
視

点
で

は
な

く
、

そ
れ

ら
を

支
え

る
専

門
性

か
ら

履
修

モ
デ

ル
の

改
革

を
実

施
し

、
本

学
と

し
て

の
特

色
を

最
大

限
生

か
し

、
か

つ
、

「
再

課
程

認
定

」
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

科
目

・
単

位
の

精
選

を
行

う
。

b

　
学

科
内

の
“

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
革

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
”

を
立

ち
上

げ
、

科
目

の
精

選
・

単
位

数
の

整
理

を
行

い
、

「
再

課
程

認
定

」
に

対
応

で
き

る
よ

う
履

修
モ

デ
ル

を
検

討
し

た
。

そ
の

結
果

、
科

目
の

改
廃

及
び

単
位

数
の

削
減

を
反

映
し

た
新

た
な

「
保

育
士

養
成

課
程

」
を

策
定

し
た

。
ｂ

8
-
3

　
平

成
2

7
年

度
と

同
様

の
取

組
を

継
続

し
、

高
い

合
格

率
の

維
持

を
図

る
。

b

　
社

会
福

祉
士

国
家

試
験

に
合

格
し

た
先

輩
を

招
き

、
体

験
を

伝
え

る
場

や
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

紹
介

す
る

機
会

を
設

け
、

早
期

に
国

家
試

験
受

験
に

対
す

る
心

構
え

を
す

る
よ

う
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

特
別

授
業

や
模

擬
試

験
の

開
催

な
ど

、
社

会
福

祉
士

関
連

科
目

の
担

当
教

員
を

中
心

に
国

家
試

験
対

策
を

実
施

し
た

。

・
平

成
2

8
年

度
　

本
学

合
格

率
7

6
.5

%
（

受
験

者
数

1
7

名
、

合
格

者
1

3
名

）
、

全
国

平
均

2
5

.8
%

（
平

成
2

7
年

度
　

本
学

合
格

率
8

9
.5

%
（

受
験

者
数

1
9

名
、

合
格

者
1

7
名

）
、

全
国

平
均

2
6

.2
%

）
・

平
成

2
8

年
度

　
受

験
者

1
0

人
以

上
の

福
祉

系
大

学
等

2
1

2
校

中
1

5
位

(県
内

１
位

）
（

・
平

成
2

7
年

度
　

受
験

者
1

0
人

以
上

の
福

祉
系

大
学

等
2

1
5

校
中

７
位

(県
内

１
位

）
）

ｂ

＜
人

間
生

活
学

部
子

ど
も

学
科

＞

　
学

部
・

学
科

の
基

本
理

念
や

教
育

目
標

を
踏

ま
え

、
学

生
が

適
切

に
進

路
選

択
で

き
る

よ
う

、
保

育
者

（
幼

稚
園

教
諭

、
保

育
士

）
の

養
成

を
中

心
に

、
社

会
福

祉
士

の
資

格
取

得
希

望
者

に
も

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程

17  
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

9
-
1

　
学

期
は

じ
め

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

指
導

を
通

じ
て

、
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
う

。

b

　
学

期
は

じ
め

の
学

科
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

指
導

を
実

施
し

、
学

生
の

興
味

・
関

心
や

将
来

の
進

路
等

に
対

応
し

た
履

修
指

導
を

行
っ

た
。

ｂ

9
-
2

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

い
て

、
管

理
栄

養
士

及
び

栄
養

教
諭

の
免

許
取

得
に

関
連

し
た

学
科

の
専

門
科

目
を

実
施

す
る

。
b

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

い
て

、
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

受
験

資
格

及
び

栄
養

教
諭

の
免

許
取

得
に

関
連

し
た

専
門

科
目

を
実

施
し

た
。

４
年

生
に

つ
い

て
は

、
全

員
が

管
理

栄
養

士
国

家
試

験
受

験
資

格
の

要
件

を
満

た
し

、
教

職
課

程
履

修
者

は
栄

養
教

諭
一

種
免

許
状

取
得

に
必

要
な

科
目

の
単

位
を

修
得

し
た

。

ｂ

【
大

学
院

修
士

課
程

】
　

大
学

院
の

基
本

理
念

や
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
実

践
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
論

理
的

か
つ

柔
軟

な
思

考
力

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

、
高

度
な

専
門

知
識

を
修

得
で

き
る

よ
う

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
。

1
0

　
大

学
院

の
基

本
理

念
や

教
育

目
標

を
踏

ま
え

、
学

生
が

高
度

な
専

門
知

識
を

修
得

で
き

る
よ

う
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

と
と

も
に

、
大

学
院

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
の

諸
政

策
を

検
討

し
、

教
育

活
動

の
充

実
に

努
め

る
。

1
0

　
修

士
課

程
教

育
の

質
を

高
め

る
よ

う
、

必
修

科
目

に
つ

い
て

の
公

開
授

業
を

行
う

な
ど

大
学

院
で

の
Ｆ

Ｄ
活

動
の

推
進

を
図

る
。

a

　
必

修
科

目
「

総
合

演
習

」
を

公
開

し
、

特
別

講
義

の
ほ

か
、

新
た

に
３

回
の

ゲ
ス

ト
レ

ク
チ

ャ
ー

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

「
オ

ー
プ

ン
ウ

ィ
ー

ク
」

を
定

め
、

複
数

の
大

学
院

の
授

業
科

目
を

教
職

員
、

学
生

、
一

般
の

方
々

に
公

開
し

、
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
取

組
を

行
っ

た
。

ｂ

授
業

の
公

開
な

ど
取

組
内

容
は

評
価

で
き

る
が

、
大

学
院

の
活

性
化

は
大

き
な

課
題

で
あ

り
、

地
域

に
即

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
体

系
的

開
発

な
ど

、
取

組
内

容
の

一
層

の
充

実
が

望
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
ｂ

評
価

が
相

当
で

あ
る

。

a

　
学

科
全

教
員

が
参

画
す

る
体

制
を

整
え

国
家

試
験

対
策

に
取

り
組

ん
だ

。
・

模
擬

試
験

の
実

施
・

ゼ
ミ

教
員

や
国

試
対

策
委

員
に

よ
る

個
別

指
導

・
学

科
教

員
に

よ
る

特
別

講
義

・
学

外
講

師
に

よ
る

特
別

講
義

・
受

験
経

験
者

の
体

験
談

を
聞

く
機

会
の

設
定

　
ま

た
、

昨
年

度
の

結
果

を
受

け
て

、
学

生
全

員
が

模
試

を
受

け
る

よ
う

指
導

し
、

こ
れ

ま
で

よ
り

早
期

に
学

生
の

実
態

を
把

握
し

、
個

別
対

応
を

行
っ

た
。

・
平

成
2

8
年

度
　

本
学

合
格

率
　

1
0

0
％

（
受

験
者

（
新

卒
）

3
8

人
、

合
格

者
3

8
人

全
国

平
均

9
2

.4
％

）
・

平
成

2
7

年
度

　
本

学
合

格
率

　
8

0
.9

％
（

受
験

者
(新

卒
）

4
7

人
、

合
格

者
3

8
人

全
国

平
均

8
5

.1
％

）

＜
大

学
院

国
際

地
域

学
研

究
科

＞

9
-
3

　
管

理
栄

養
士

国
家

試
験

受
験

へ
の

準
備

を
支

援
す

る
。

ａ

前
年

度
が

ｃ
評

価
で

あ
っ

た
こ

と
考

慮
す

る
と

評
価

す
べ

き
取

組
で

あ
り

、
ま

た
合

格
率

1
0

0
%

と
い

う
結

果
を

踏
ま

え
る

と
、

s
評

価
も

視
野

に
入

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
全

国
の

平
均

合
格

率
も

９
２

％
を

超
え

る
こ

と
を

総
合

的
に

考
慮

す
る

と
、

a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

②
教

育
課

程
＜

人
間

生
活

学
部

健
康

栄
養

学
科

＞

9
　

学
部

・
学

科
の

基
本

理
念

や
教

育
目

標
を

踏
ま

え
、

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

で
き

る
よ

う
、

管
理

栄
養

士
の

受
験

資
格

と
栄

養
教

諭
の

免
許

取
得

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
専

攻
分

野
や

授
業

科
目

の
特

性
に

応
じ

、
地

域
と

の
連

携
を

図
る

な
ど

、
有

効
な

授
業

形
態

及
び

学
習

方
法

を
取

り
入

れ
る

。

1
1

　
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
や

視
聴

覚
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

等
、

多
様

な
形

態
で

授
業

を
実

施
す

る
。

1
1

　
新

た
に

設
置

す
る

『
地

域
協

働
演

習
（

仮
称

)』
科

目
に

お
い

て
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

る
等

、
授

業
方

法
の

開
発

と
充

実
を

さ
ら

に
進

め
る

。
b

　
平

成
2

9
年

度
教

育
課

程
へ

の
『

地
域

協
働

演
習

』
の

導
入

に
伴

い
、

課
題

解
決

型
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

内
容

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

学
生

の
自

主
的

学
修

へ
の

意
欲

と
ス

キ
ル

を
高

め
る

た
め

に
、

国
際

地
域

学
部

で
は

１
年

生
必

修
の

ゼ
ミ

科
目

『
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

リ
テ

ラ
シ

ー
』

も
導

入
し

た
。

ｂ

　
授

業
科

目
ご

と
の

学
習

目
標

、
成

績
評

価
基

準
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
達

成
度

に
応

じ
た

公
正

な
評

価
を

行
う

。

1
2

　
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

で
定

め
た

資
質

・
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
た

め
、

授
業

内
容

、
到

達
目

標
、

成
績

評
価

基
準

、
授

業
計

画
等

を
明

示
し

た
シ

ラ
バ

ス
を

充
実

さ
せ

、
厳

正
な

成
績

評
価

を
行

う
。

1
2

　
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

の
周

知
と

内
容

の
充

実
を

図
る

た
め

、
記

載
に

関
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
b

　
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

の
周

知
と

内
容

の
充

実
を

図
る

た
め

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
、

両
教

授
会

で
説

明
を

行
っ

た
。

　
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
の

全
体

的
な

見
直

し
を

行
い

、
ま

た
、

そ
の

内
容

と
各

授
業

の
位

置
づ

け
を

シ
ラ

バ
ス

に
明

示
す

る
た

め
に

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ラ
バ

ス
の

形
式

を
改

訂
し

た
。

ｂ

　
学

生
に

質
の

高
い

教
育

を
行

い
、

教
育

目
標

を
確

実
に

達
成

す
る

た
め

、
適

切
に

教
職

員
を

配
置

し
、

そ
の

専
門

性
を

向
上

さ
せ

る
。

1
3

　
教

職
員

の
専

門
性

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
研

修
会

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

1
3

　
教

員
に

つ
い

て
、

英
語

研
修

事
業

を
引

続
き

実
施

す
る

と
と

も
に

、
職

員
に

つ
い

て
は

、
有

効
な

研
修

へ
の

参
加

を
促

す
。

b

　
教

員
に

対
し

て
、

よ
り

効
果

が
出

る
よ

う
、

英
語

研
修

事
業

の
研

修
方

法
を

見
直

し
た

。
ま

た
、

職
員

に
対

し
て

は
公

立
大

学
協

会
主

催
の

研
修

を
積

極
的

に
受

講
さ

せ
る

と
と

も
に

、
業

務
上

必
要

な
専

門
的

な
研

修
へ

の
参

加
を

促
し

た
。

ｂ

教
員

に
対

す
る

英
語

研
修

事
業

に
つ

い
て

外
国

語
教

育
委

員
会

が
企

画
し

、
英

語
に

よ
る

教
育

方
法

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

研
修

機
会

と
し

て
開

催
し

て
い

る
。

ま
た

、
よ

り
効

果
的

な
研

修
を

目
指

し
、

教
員

２
名

を
現

地
大

学
に

派
遣

し
、

派
遣

教
員

１
名

が
修

得
し

た
内

容
を

含
め

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
い

て
発

表
す

る
な

ど
、

教
員

に
対

す
る

英
語

研
修

の
環

境
を

整
え

て
い

る
。

＜
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
参

加
者

＞
英

語
に

よ
る

授
業

関
係

教
員

約
２

０
名

中
１

２
名

が
参

加
（

受
講

率
６

０
％

）

1
4

　
学

生
の

実
態

、
ニ

ー
ズ

及
び

意
見

を
把

握
し

、
セ

ル
フ

・
ア

ク
セ

ス
・

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
自

習
環

境
等

の
充

実
を

図
る

。

1
4

　
学

生
の

ニ
ー

ズ
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

メ
ン

タ
ー

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
な

ど
、

セ
ル

フ
・

ア
ク

セ
ス

・
セ

ン
タ

ー
の

特
色

を
活

か
し

た
活

動
を

、
引

き
続

き
行

う
。

b

　
学

生
満

足
度

調
査

の
要

望
事

項
等

を
踏

ま
え

、
補

講
日

以
外

の
土

曜
日

の
図

書
館

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
演

習
室

等
の

学
生

へ
の

開
放

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

平
日

の
学

内
施

設
の

利
用

時
間

を
延

長
し

た
。

　
ま

た
、

セ
ル

フ
・

ア
ク

セ
ス

・
セ

ン
タ

ー
の

端
末

の
更

新
、

図
書

館
の

書
架

の
一

部
増

設
を

行
っ

た
。

ｂ

1
5

　
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

を
は

じ
め

と
す

る
電

子
出

版
物

や
各

種
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

に
つ

い
て

、
利

用
者

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
な

が
ら

充
実

を
図

る
。

1
5

　
利

用
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
等

の
値

上
が

り
へ

の
対

応
を

検
討

す
る

。
b

　
図

書
館

予
算

の
重

点
的

な
配

分
を

継
続

し
、

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

タ
イ

ト
ル

数
の

維
持

を
図

る
と

と
も

に
、

利
用

ニ
ー

ズ
把

握
の

た
め

、
ト

ラ
イ

ア
ル

（
試

行
）

を
実

施
し

た
。

ｂ

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(2

) 
教

育
の

内
容

に
関

す
る

目
標

③
教

育
方

法

(3
) 

教
育

の
実

施
体

制
に

関
す

る
目

標
①

適
切

な
教

職
員

の
配

置
等

②
教

育
環

境
の

整
備

　
学

生
の

学
習

効
果

を
高

め
る

た
め

に
自

習
環

境
、

図
書

館
機

能
等

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

1
6

　
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

全
学

的
に

行
い

、
そ

の
結

果
を

各
教

員
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
か

つ
学

内
に

公
表

す
る

こ
と

で
、

教
育

内
容

や
教

育
方

法
の

改
善

を
図

る
。

1
6

　
全

学
的

な
取

組
と

し
て

定
着

し
つ

つ
あ

る
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
、

よ
り

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
議

論
を

踏
ま

え
な

が
ら

改
め

て
検

討
す

る
。

b

　
外

国
人

語
学

講
師

に
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

の
読

み
方

に
つ

い
て

、
英

文
の

説
明

文
書

を
配

布
し

た
。

　
ま

た
、

学
生

に
は

、
出

来
る

限
り

そ
の

教
員

の
母

語
ま

た
は

英
語

で
自

由
記

述
欄

を
記

述
す

る
よ

う
指

導
す

る
な

ど
、

外
国

人
語

学
講

師
が

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

活
用

し
や

す
い

よ
う

、
改

善
し

た
。

ｂ

1
7

　
指

導
方

法
の

検
討

や
開

発
を

推
進

し
、

教
員

間
の

情
報

の
共

有
を

図
る

た
め

、
教

員
相

互
の

公
開

授
業

や
F
D

委
員

会
主

催
の

研
修

会
等

を
実

施
す

る
。

1
7

　
真

に
参

加
教

員
の

指
導

改
善

に
つ

な
が

る
公

開
授

業
・

研
究

会
、

研
修

会
に

す
る

べ
く

、
過

去
の

実
施

方
法

等
に

つ
い

て
再

検
討

を
し

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

図
る

。
b

　
教

職
員

だ
け

で
な

く
、

教
職

に
関

心
の

あ
る

学
生

も
参

加
す

る
形

で
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

テ
ー

マ
と

す
る

研
修

会
を

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
ベ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

賞
の

審
査

の
基

礎
と

な
る

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
方

法
に

つ
い

て
見

直
し

、
紙

媒
体

だ
け

で
な

く
W

e
b

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

も
実

施
す

る
と

と
も

に
、

前
年

度
の

ベ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
賞

受
賞

教
員

に
よ

る
公

開
授

業
も

実
施

し
た

。

※
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
・

・
講

義
ス

タ
イ

ル
で

は
な

く
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

、
学

生
の

能
動

的
な

学
習

を
取

り
込

ん
だ

授
業

の
総

称

ｂ

　
社

会
情

勢
に

対
応

し
た

質
の

高
い

教
育

を
提

供
す

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

に
関

す
る

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
に

取
り

組
む

。

1
8

　
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
の

大
学

教
育

改
革

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

へ
積

極
的

に
応

募
す

る
。

1
8

　
採

択
を

受
け

た
「

地
（

知
）

の
拠

点
大

学
に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

」
（

C
O

C
+
)の

円
滑

な
実

施
に

努
め

、
本

学
の

教
育

に
活

か
す

。
b

　
「

C
O

C
+
」

の
「

国
際

交
流

」
事

業
の

協
力

を
得

て
、

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

本
学

お
よ

び
協

定
校

の
学

生
に

県
内

３
大

学
の

留
学

生
を

加
え

た
計

4
2

名
が

参
加

し
た

。
　

ま
た

「
教

育
の

国
際

化
」

の
事

業
で

は
、

留
学

生
へ

の
体

系
的

な
日

本
語

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

整
備

と
学

修
支

援
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

。

ｂ

1
9

-
1

　
学

生
部

委
員

会
と

連
携

・
協

力
し

、
入

学
時

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
。

b
　

教
務

委
員

会
と

学
生

部
委

員
会

が
連

携
し

、
入

学
後

ス
ム

ー
ズ

に
学

習
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

入
学

式
前

に
入

学
生

を
対

象
と

し
た

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
お

よ
び

学
科

別
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

ｂ

1
9

-
2

　
入

学
前

学
習

の
講

座
内

容
の

充
実

を
図

る
。

b
　

入
学

前
導

入
学

習
と

し
て

例
年

実
施

す
る

英
語

講
座

の
他

、
社

会
調

査
法

に
つ

い
て

の
導

入
講

座
を

開
設

し
、

入
学

前
段

階
か

ら
の

学
習

へ
の

動
機

付
け

を
行

っ
た

。
ｂ

2
0

　
学

生
が

学
習

目
標

を
設

定
で

き
る

よ
う

、
シ

ラ
バ

ス
を

示
し

、
各

授
業

科
目

の
位

置
づ

け
を

履
修

モ
デ

ル
等

に
よ

り
明

確
に

す
る

。

2
0

　
教

務
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

そ
れ

に
伴

う
シ

ラ
バ

ス
シ

ス
テ

ム
の

導
入

や
履

修
モ

デ
ル

の
新

た
な

提
示

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

b

　
現

行
の

教
務

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

問
題

点
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
各

社
教

務
シ

ス
テ

ム
の

説
明

会
を

実
施

し
、

ほ
か

の
シ

ス
テ

ム
と

の
統

合
等

を
か

ん
が

み
つ

つ
教

務
シ

ス
テ

ム
更

新
の

検
討

を
進

め
た

。

ｂ

2
1

　
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

制
度

を
活

用
し

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
等

に
よ

る
き

め
細

や
か

な
学

修
指

導
を

充
実

す
る

。

2
1

　
履

修
指

導
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

作
成

に
つ

い
て

、
検

討
を

行
う

。
b

　
障

が
い

の
あ

る
学

生
へ

の
支

援
や

履
修

登
録

単
位

数
上

限
制

度
等

に
つ

い
て

、
的

確
な

履
修

指
導

を
行

え
る

よ
う

、
履

修
指

導
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

作
成

・
記

載
方

法
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

ｂ

③
教

育
活

動
の

評
価

と
改

善

　
教

育
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
F
D

（
F
a
c
u

lt
y

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t）
活

動
な

ど
を

通
し

て
、

評
価

結
果

を
有

効
に

活
用

し
、

教
育

活
動

の
改

善
を

図
る

。

④
教

育
の

質
の

向
上

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(3

) 
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

　
一

人
ひ

と
り

の
学

生
に

対
し

て
責

任
を

持
っ

て
学

習
指

導
・

支
援

す
る

た
め

個
別

相
談

指
導

体
制

を
充

実
す

る
。

1
9

　
学

生
が

大
学

教
育

に
適

応
で

き
る

よ
う

、
入

学
前

後
に

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

早
い

段
階

で
の

学
習

へ
の

動
機

付
け

を
高

め
る

。

(4
) 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

①
学

習
支

援
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

2
2

　
社

会
人

や
留

学
生

の
修

学
実

態
や

満
足

度
等

を
調

査
し

、
必

要
な

学
修

支
援

を
行

う
と

と
も

に
生

活
・

心
理

面
で

の
ケ

ア
に

も
配

慮
し

た
取

組
を

進
め

る
。

2
2

　
国

際
交

流
課

や
学

部
と

協
力

し
て

、
留

学
生

の
生

活
支

援
の

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
制

度
及

び
学

修
支

援
の

た
め

の
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
b

　
平

成
2

8
年

度
後

期
に

は
1

1
人

の
交

換
留

学
生

の
受

入
を

行
い

、
学

期
開

始
後

に
、

教
務

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
お

よ
び

学
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
利

用
案

内
を

行
っ

た
。

ま
た

学
部

生
と

同
様

に
各

留
学

生
に

対
し

て
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
を

配
置

し
、

留
学

生
の

学
修

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
、

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
を

試
行

的
に

導
入

し
た

。

ｂ

2
3

 　
大

学
院

に
て

社
会

人
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
し

、
社

会
人

が
働

き
な

が
ら

学
べ

る
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。

2
3

　
社

会
人

が
働

き
な

が
ら

学
び

易
い

環
境

と
す

る
よ

う
、

引
き

続
き

平
日

夜
間

及
び

土
曜

日
を

中
心

と
し

た
時

間
割

と
し

、
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

な
ど

柔
軟

な
対

応
に

努
め

る
。

b

　
社

会
人

が
働

き
な

が
ら

学
び

や
す

い
環

境
の

整
備

に
努

め
つ

つ
、

そ
の

他
の

院
生

へ
の

時
間

割
配

慮
も

行
う

な
ど

、
２

年
間

の
間

に
全

て
の

科
目

が
履

修
で

き
る

よ
う

、
６

限
（

1
8

：
2

0
～

）
、

７
限

（
2

0
：

0
0

～
）

ま
た

は
、

土
曜

日
開

講
と

し
、

柔
軟

な
対

応
を

行
っ

た
。

ｂ

2
4

-
1

　
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

の
周

知
と

内
容

の
充

実
化

を
図

る
た

め
、

記
載

に
関

す
る

ガ
イ

ダ
ン

ス
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

b

　
教

授
会

に
お

い
て

シ
ラ

バ
ス

の
意

義
や

成
績

評
価

の
記

載
方

法
等

に
つ

い
て

周
知

し
、

新
た

に
策

定
さ

れ
た

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

と
科

目
ご

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ラ
バ

ス
と

履
修

の
手

引
き

に
掲

載
す

る
こ

と
に

よ
り

、
科

目
ご

と
に

修
得

で
き

る
能

力
に

つ
い

て
可

視
化

し
た

。

ｂ

2
4

-
2

　
利

用
時

間
を

延
長

す
る

な
ど

、
自

主
学

習
の

環
境

整
備

に
つ

い
て

さ
ら

に
検

討
す

る
。

b
　

自
主

学
習

の
環

境
整

備
に

つ
い

て
検

討
し

た
結

果
、

休
日

の
施

設
開

放
日

の
増

や
利

用
時

間
の

延
長

を
実

施
し

た
。

ａ
年

度
計

画
上

は
「

検
討

す
る

」
で

あ
っ

た
が

、
休

日
の

施
設

開
放

の
増

や
利

用
時

間
の

延
長

な
ど

、
実

施
し

た
事

項
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

①
学

習
支

援

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
(4

) 
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標

　
社

会
人

や
留

学
生

が
学

習
を

継
続

で
き

る
制

度
や

支
援

を
充

実
す

る
。

　
学

生
が

目
的

を
持

っ
て

、
自

主
的

に
学

習
で

き
る

制
度

・
環

境
を

充
実

す
る

。

2
4

　
学

習
時

間
の

増
加

と
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
支

援
す

る
。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
学

生
が

学
業

に
専

念
で

き
る

よ
う

経
済

的
支

援
を

行
う

。

2
5

　
各

種
奨

学
金

の
情

報
提

供
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

授
業

料
減

免
等

に
よ

り
経

済
的

支
援

を
継

続
す

る
。

2
5

　
本

学
の

奨
学

金
・

授
業

料
減

免
等

の
経

済
的

支
援

体
制

に
つ

い
て

学
生

に
周

知
す

べ
く

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

の
関

連
記

事
充

実
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

b

　
本

学
独

自
の

奨
学

金
制

度
で

あ
る

「
学

修
奨

励
制

度
」

を
設

け
、

学
内

掲
示

板
お

よ
び

m
a
n

a
b

a
 f

o
lio

に
て

周
知

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
授

業
料

減
免

制
度

に
つ

い
て

保
護

者
会

会
報

に
掲

載
し

た
。

※
m

a
n

a
b

a
 f

o
lio

・
・

・
学

内
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

ｂ

2
6

　
学

生
生

活
の

実
態

や
、

学
生

の
要

望
の

把
握

に
努

め
、

サ
ー

ク
ル

活
動

や
自

主
企

画
等

に
対

し
的

確
な

支
援

を
実

施
す

る
。

2
6

　
こ

れ
ま

で
の

学
生

生
活

実
態

調
査

の
結

果
か

ら
学

生
の

生
活

の
実

態
と

傾
向

を
把

握
し

、
支

援
を

検
討

す
る

際
に

、
必

要
に

応
じ

て
活

用
を

し
て

い
く

。
　

学
生

の
意

見
を

も
と

に
サ

ー
ク

ル
活

動
の

活
性

化
や

自
主

企
画

を
促

す
取

組
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

a

　
学

生
か

ら
多

く
要

望
が

あ
っ

た
休

日
の

施
設

開
放

に
つ

い
て

、
関

係
団

体
の

協
力

を
得

て
1

0
月

か
ら

実
施

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
補

講
日

を
合

わ
せ

て
開

放
日

が
1

3
日

増
加

し
、

学
生

の
自

主
活

動
を

支
援

し
た

。
ａ

2
7

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

競
技

会
参

加
等

の
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
し

、
活

動
の

活
性

化
に

寄
与

し
た

者
を

表
彰

す
る

な
ど

の
支

援
体

制
を

充
実

す
る

。

2
7

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
し

、
募

集
情

報
等

を
発

信
す

る
。

　
ま

た
、

顕
著

な
課

外
活

動
を

行
っ

た
者

に
対

し
て

、
関

係
団

体
等

と
協

力
し

て
表

彰
を

行
え

る
よ

う
、

支
援

体
制

の
充

実
を

継
続

す
る

。
b

　
学

生
に

対
し

、
学

内
掲

示
板

お
よ

び
m

a
n

a
b

a
 f

o
lio

を
利

用
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

募
集

情
報

を
積

極
的

に
発

信
し

た
。

　
ま

た
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
す

る
「

か
ざ

し
奨

励
賞

」
に

関
し

て
、

団
体

・
個

人
に

応
募

を
勧

め
る

等
、

積
極

的
に

情
報

提
供

を
行

っ
た

結
果

、
1

1
件

の
応

募
が

あ
り

、
６

件
が

表
彰

さ
れ

た
。

ｂ

表
彰

に
つ

い
て

①
子

ど
も

食
堂

の
運

営
（

団
体

）
②

学
内

の
美

化
及

び
緑

化
活

動
（

団
体

）
③

海
外

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
個

人
）

④
ロ

シ
ア

サ
ー

ク
ル

（
団

体
）

⑤
ア

・
カ

ペ
ラ

サ
ー

ク
ル

（
団

体
）

⑥
ラ

ク
ロ

ス
部

（
団

体
）

　
学

生
の

自
主

的
な

課
外

活
動

を
奨

励
・

支
援

す
る

。

個
別

支
援

チ
ー

ム
の

設
置

・
運

用
は

、
き

め
細

か
い

学
生

対
応

と
し

て
評

価
で

き
る

こ
と

か
ら

、
a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

＜
定

期
健

康
診

断
の

受
診

率
＞

9
9

.3
％

（
1

,1
1

6
人

中
1

,1
0

9
人

受
診

）

　
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
健

康
相

談
や

情
報

提
供

等
の

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。

　
定

期
健

康
診

断
の

受
診

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

健
康

相
談

や
健

康
に

関
す

る
情

報
提

供
等

、
学

生
の

心
身

の
健

康
管

理
に

関
す

る
支

援
を

充
実

す
る

。

2
8

　
定

期
健

康
診

断
に

つ
い

て
は

、
看

護
師

と
教

務
学

生
課

員
と

で
連

携
し

、
受

診
の

徹
底

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
多

様
な

問
題

を
抱

え
た

学
生

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
保

健
室

や
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

相
談

室
な

ど
を

通
じ

て
の

支
援

体
制

の
強

化
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
を

行
う

。

　
定

期
健

康
診

断
未

受
診

者
に

つ
い

て
は

、
別

途
予

備
日

を
設

け
て

受
診

案
内

を
行

い
、

受
診

の
徹

底
に

努
め

た
。

　
多

様
な

問
題

を
抱

え
た

学
生

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

重
点

的
に

整
備

し
、

個
別

の
支

援
チ

ー
ム

の
運

用
を

開
始

し
た

。
　

ま
た

、
「

障
害

者
差

別
解

消
法

」
を

踏
ま

え
、

配
慮

願
の

形
式

等
を

整
え

た
。

a

2
8

ａ

(4
) 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

②
生

活
支

援

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

3
0

　
学

生
の

就
職

や
進

学
に

関
す

る
相

談
や

情
報

提
供

を
的

確
に

行
う

。

3
0

　
就

職
活

動
時

期
の

変
更

に
対

応
し

て
対

策
講

座
を

充
実

さ
せ

、
学

生
の

就
職

や
進

学
に

関
す

る
相

談
に

的
確

に
対

応
す

る
。

b

　
就

職
活

動
時

期
の

変
更

に
対

応
す

る
た

め
、

就
職

対
策

講
座

開
催

時
期

及
び

内
容

を
修

正
し

、
学

生
の

意
識

付
け

を
早

期
に

行
っ

た
。

　
ま

た
、

学
生

に
就

職
・

進
学

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

か
ら

の
相

談
に

的
確

に
対

応
し

た
。

ｂ

3
1

　
学

生
の

就
職

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
求

人
情

報
の

収
集

や
学

生
へ

の
進

路
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。

3
1

　
卒

業
生

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

学
生

の
進

路
選

択
に

資
す

る
講

座
を

開
催

す
る

。
　

ま
た

、
企

業
訪

問
を

行
う

等
、

求
人

情
報

の
収

集
を

行
う

。

b

　
卒

業
生

を
就

職
対

策
講

座
の

講
師

と
し

て
招

き
、

学
生

の
進

路
選

択
に

資
す

る
よ

う
就

業
意

識
醸

成
の

た
め

の
講

座
を

開
催

し
た

。
　

ま
た

、
県

内
外

の
企

業
を

訪
問

し
、

求
人

情
報

の
収

集
及

び
採

用
に

関
す

る
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

県
内

外
訪

問
企

業
　

計
4

1
社

ｂ

　
就

職
や

進
学

を
希

望
す

る
学

生
に

対
し

、
進

路
の

決
定

に
向

け
た

事
前

相
談

や
県

な
ど

と
連

携
し

た
企

業
情

報
提

供
等

、
学

生
の

進
路

選
択

に
資

す
る

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

充
実

し
、

大
学

と
の

相
互

協
力

を
推

進
す

る
。

③
就

職
・

進
学

等
支

援

a

(4
) 

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

ａ

大
学

独
自

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
企

画
は

評
価

で
き

、
a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

＜
海

外
企

業
と

連
携

し
た

大
学

独
自

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
＞

ベ
ト

ナ
ム

に
１

人
、

新
潟

市
本

社
が

あ
る

企
業

の
海

外
子

会
社

に
３

週
間

行
く

予
定

で
あ

っ
た

（
企

業
側

の
事

情
に

よ
り

、
中

止
と

な
っ

た
）

。

　
学

生
の

就
職

意
欲

、
職

業
観

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
低

学
年

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

導
入

し
、

免
許

・
資

格
取

得
に

関
す

る
助

言
・

支
援

体
制

を
充

実
す

る
。

2
9

　
低

学
年

次
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
の

た
め

、
1

年
次

か
ら

キ
ャ

リ
ア

講
座

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
募

集
情

報
を

学
生

に
積

極
的

に
発

信
し

、
参

加
を

促
す

。
　

ま
た

、
免

許
・

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

向
け

に
、

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

各
種

講
座

を
実

施
す

る
。

2
9

　
低

学
年

次
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
新

規
に

１
年

生
対

象
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

２
回

実
施

し
、

2
6

人
の

参
加

を
得

た
。

　
ま

た
、

公
務

員
志

望
者

向
け

の
各

種
講

座
に

延
べ

1
1

4
人

の
学

生
が

参
加

し
た

。
　

さ
ら

に
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
の

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

募
集

情
報

を
学

生
に

発
信

し
た

他
、

以
下

の
よ

う
な

取
組

を
行

っ
た

。

・
「

C
O

C
+
」

の
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

改
革

」
事

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

実
施

・
自

治
体

や
海

外
企

業
と

連
携

し
た

大
学

独
自

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
企

画

　
１

　
教

育
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
地

域
社

会
の

課
題

解
決

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

地
域

の
知

の
拠

点
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。

3
2

　
新

潟
県

が
抱

え
る

国
際

化
と

地
域

、
少

子
高

齢
化

、
子

育
て

支
援

、
健

康
づ

く
り

、
生

活
環

境
な

ど
の

課
題

を
研

究
テ

ー
マ

と
し

て
取

り
組

み
、

研
究

成
果

を
論

文
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
で

発
表

す
る

。

3
2

　
新

潟
県

が
主

催
す

る
「

市
町

村
と

県
内

大
学

等
と

の
連

携
に

関
わ

る
意

見
交

換
会

」
に

継
続

し
て

参
加

し
、

地
域

が
抱

え
る

各
課

題
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

取
り

組
む

。
b

　
新

潟
県

が
主

催
す

る
「

市
町

村
と

県
内

大
学

等
と

の
連

携
に

係
る

意
見

交
換

会
」

に
継

続
し

て
参

加
し

、
意

見
交

換
会

の
「

新
潟

の
産

業
・

企
業

を
知

る
講

座
等

」
の

事
業

と
し

て
新

潟
市

・
県

央
・

長
岡

地
域

の
企

業
見

学
バ

ス
ツ

ア
ー

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

本
学

子
ど

も
学

科
の

学
生

及
び

教
員

が
新

潟
県

津
南

町
に

赴
き

、
地

元
の

支
援

セ
ン

タ
ー

や
保

育
園

と
連

携
す

る
な

ど
、

地
域

が
抱

え
る

各
課

題
に

取
り

組
ん

だ
。

ｂ

　
社

会
や

時
代

の
要

請
に

対
応

し
た

最
先

端
の

研
究

に
取

り
組

み
、

国
際

水
準

の
研

究
成

果
を

創
出

す
る

。

3
3

　
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

や
研

修
等

を
通

じ
て

研
究

水
準

を
向

上
さ

せ
、

国
際

的
水

準
に

あ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

に
取

り
組

む
。

3
3

　
本

学
と

、
他

大
学

や
研

究
機

関
と

が
連

携
し

た
研

修
等

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

b

　
外

国
語

教
育

セ
ン

タ
ー

が
主

催
し

、
一

橋
大

学
・

埼
玉

大
学

に
て

英
語

に
よ

る
専

門
科

目
の

授
業

等
を

実
践

し
て

い
る

教
員

と
共

同
で

セ
ミ

ナ
ー

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
英

語
に

よ
る

教
育

：
日

本
海

側
の

視
点

か
ら

」
を

開
催

し
、

4
1

名
の

参
加

者
と

と
も

に
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

に
つ

い
て

の
研

修
活

動
を

行
っ

た
。

ｂ

　
新

潟
な

ら
で

は
の

特
色

あ
る

学
術

研
究

を
推

進
し

、
世

界
へ

発
信

す
る

。

3
4

　
大

学
の

発
信

力
を

高
め

る
た

め
、

新
潟

な
ら

で
は

の
特

色
あ

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

。

3
4

　
ベ

ト
ナ

ム
、

水
俣

市
を

訪
問

先
と

す
る

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
引

続
き

実
施

す
る

と
と

も
に

、
特

色
あ

る
研

究
に

対
す

る
支

援
等

を
検

討
す

る
。

b

　
ベ

ト
ナ

ム
及

び
水

俣
市

で
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
実

施
し

た
。

　
本

学
の

特
色

あ
る

研
究

を
支

援
す

る
た

め
、

に
い

が
た

産
業

創
造

機
構

等
と

連
携

し
、

食
品

開
発

等
、

教
員

の
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
申

請
作

業
等

を
サ

ポ
ー

ト
し

た
。

ｂ

　
研

究
成

果
の

客
観

的
な

評
価

シ
ス

テ
ム

を
充

実
し

、
研

究
水

準
や

成
果

の
検

証
を

行
う

。

3
5

　
研

究
成

果
を

公
正

・
的

確
に

評
価

す
る

よ
う

、
適

切
に

教
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
運

用
す

る
。

3
5

　
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
を

適
切

に
運

用
す

る
中

で
、

研
究

成
果

を
公

正
・

的
確

に
評

価
す

る
。

b

　
教

員
評

価
シ

ス
テ

ム
を

本
格

実
施

し
、

教
育

・
研

究
・

社
会

活
動

等
に

つ
い

て
各

教
員

の
成

果
を

評
価

し
、

教
員

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
。

ｂ

　
研

究
分

野
や

予
算

配
分

の
重

点
化

を
図

る
な

ど
、

目
指

す
べ

き
研

究
成

果
が

達
成

さ
れ

る
よ

う
研

究
実

施
体

制
を

充
実

・
強

化
す

る
。

3
6

　
研

究
実

施
体

制
の

充
実

・
強

化
を

図
る

た
め

、
予

算
配

分
の

重
点

化
等

を
推

進
す

る
。

3
6

　
教

員
評

価
に

係
る

処
遇

を
教

育
研

究
費

の
補

助
と

す
る

こ
と

で
、

更
な

る
研

究
実

施
体

制
の

充
実

・
強

化
を

図
る

。
b

　
教

員
評

価
に

お
け

る
最

高
評

価
の

教
員

に
対

し
て

、
個

人
研

究
費

の
追

加
補

助
を

行
っ

た
。

ｂ

　
研

究
成

果
を

全
学

的
に

集
積

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

て
社

会
に

還
元

す
る

シ
ス

テ
ム

を
充

実
・

強
化

す
る

。

3
7

　
資

料
・

情
報

を
収

集
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

す
る

な
ど

し
て

教
育

・
研

究
の

充
実

を
推

進
し

、
ま

た
、

そ
の

結
果

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
じ

社
会

に
提

供
す

る
。

3
7

　
引

き
続

き
、

多
様

な
資

料
の

収
集

・
整

理
を

図
り

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

等
の

作
業

の
促

進
を

図
る

。
b

　
新

潟
県

地
域

共
同

リ
ポ

ジ
ト

リ
へ

の
登

録
を

進
め

、
研

究
成

果
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
の

作
業

の
促

進
を

図
っ

た
。

※
新

潟
県

地
域

共
同

リ
ポ

ジ
ト

リ
･
･
･
新

潟
県

内
の

大
学

間
で

研
究

成
果

等
を

共
有

す
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

ｂ

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

２
　

研
究

に
関

す
る

目
標

(1
) 

研
究

水
準

及
び

成
果

等
に

関
す

る
目

標

(2
) 

研
究

の
実

施
体

制
の

充
実

・
強

化
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

3
9

　
高

校
生

の
学

習
意

欲
の

喚
起

や
進

路
選

択
に

資
す

る
た

め
、

高
大

連
携

講
座

を
は

じ
め

と
す

る
、

県
内

の
高

等
学

校
等

と
の

連
携

事
業

を
実

施
す

る
。

3
9

　
新

潟
県

教
育

庁
主

催
の

「
知

の
創

造
セ

ミ
ナ

ー
」

を
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

本
学

教
員

の
指

導
で

開
催

す
る

よ
う

働
き

か
け

、
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

本
学

の
知

名
度

向
上

を
目

指
し

、
新

た
な

高
大

連
携

事
業

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

b

　
新

潟
県

教
育

庁
主

催
の

知
の

創
造

セ
ミ

ナ
ー

を
本

学
に

お
い

て
開

催
し

、
本

学
教

員
が

県
内

高
校

生
5

7
人

を
指

導
し

た
。

　
ま

た
、

高
等

学
校

か
ら

の
依

頼
で

出
前

講
義

や
高

校
生

の
本

学
訪

問
を

多
数

受
け

入
れ

た
。

　
さ

ら
に

、
県

内
高

等
学

校
校

長
協

会
主

催
の

「
大

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ミ

ナ
ー

」
に

参
加

し
た

ほ
か

、
本

学
独

自
の

高
校

教
諭

対
象

説
明

会
を

本
学

及
び

福
島

県
郡

山
市

で
行

い
、

高
校

教
諭

に
対

し
て

本
学

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
機

会
を

設
け

た
。

ｂ

4
0

　
地

域
の

課
題

解
決

及
び

学
生

の
視

野
拡

大
を

図
る

た
め

、
教

員
と

学
生

が
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

等
を

活
か

し
て

、
地

域
貢

献
活

動
に

参
画

す
る

。

4
0

　
地

域
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
推

進
し

、
地

域
の

課
題

解
決

を
行

う
体

制
を

整
え

、
各

学
科

の
特

色
を

生
か

し
、

地
域

と
の

繋
が

り
を

深
め

る
。

　
ま

た
、

地
域

に
根

ざ
し

た
大

学
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
、

学
生

に
地

域
貢

献
の

機
会

を
提

供
す

る
。

b

　
地

域
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
依

頼
を

学
内

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

国
際

地
域

学
部

で
は

地
域

の
子

ど
も

た
ち

の
学

習
支

援
に

積
極

的
に

参
加

し
、

人
間

生
活

学
部

に
お

い
て

は
新

潟
青

陵
大

学
の

学
生

と
共

同
で

子
ど

も
食

堂
を

企
画

・
実

施
す

る
な

ど
地

域
に

貢
献

し
た

。

・
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

・
・

5
4

名
・

子
ど

も
食

堂
・

・
・

4
2

名

ｂ

地
域

に
お

け
る

子
ど

も
食

堂
の

企
画

実
施

は
、

管
理

栄
養

士
の

地
域

に
お

け
る

役
割

を
模

索
す

る
上

で
も

重
要

な
試

み
で

あ
る

。

　
県

民
の

生
涯

学
習

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

、
多

様
な

学
習

機
会

を
提

供
す

る
。

4
1

　
県

民
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

公
開

講
座

等
の

多
様

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。

4
1

　
生

涯
学

習
の

場
と

し
て

、
公

開
講

座
等

の
学

習
機

会
を

提
供

す
る

。
　

ま
た

、
こ

れ
ま

で
の

公
開

講
座

開
催

の
実

績
を

活
か

し
、

内
容

の
充

実
を

図
り

、
更

に
多

く
の

県
民

の
参

画
を

促
す

。

a

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
主

催
の

「
新

し
い

つ
な

が
り

の
か

た
ち

を
求

め
て

」
と

題
す

る
公

開
講

座
を

実
施

し
た

ほ
か

、
国

際
情

勢
講

演
会

や
大

学
主

催
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
し

、
1

,3
5

0
名

の
参

加
を

得
た

。

主
な

取
組

・
公

開
講

座
　

第
１

回
4

2
名

  
第

２
回

1
3

3
名

・
国

際
情

勢
講

演
会

　
4

7
7

名
（

３
回

合
計

）
・

大
学

主
催

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

　
「

激
動

す
る

世
界

と
「

地
元

の
活

性
化

」
 ―

 人
材

育
成

の
立

場
か

ら
」

　
1

1
8

名

ｓ

人
と

の
つ

な
が

り
、

絆
と

い
っ

た
新

し
い

テ
ー

マ
で

取
組

を
行

っ
て

い
る

こ
と

、
指

標
評

価
（

N
o
2

0
）

が
s
評

価
で

あ
る

こ
と

、
前

年
度

比
較

で
は

参
加

人
員

は
ほ

と
ん

ど
変

動
が

な
い

こ
と

を
考

慮
す

る
と

、
s
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

※
前

年
度

　
s
評

価

　
地

域
に

開
か

れ
た

大
学

と
し

て
、

大
学

が
有

す
る

知
的

・
物

的
財

産
を

地
域

に
積

極
的

に
開

放
す

る
と

と
も

に
、

学
生

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

な
ど

学
生

が
地

域
と

つ
な

が
り

、
理

解
を

深
め

る
よ

う
努

め
る

。

ａ

指
標

評
価

（
N

o
2

2
）

が
s
評

価
で

あ
る

こ
と

、
前

年
度

比
較

で
は

件
数

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
を

考
慮

す
る

と
、

a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

※
前

年
度

　
a
評

価

　
地

域
の

課
題

に
即

し
た

研
究

や
共

同
事

業
等

に
取

り
組

み
、

そ
の

成
果

を
積

極
的

に
地

域
社

会
へ

還
元

す
る

。

　
国

や
地

方
公

共
団

体
の

要
請

に
応

じ
て

審
議

会
・

委
員

会
等

へ
教

員
を

参
画

さ
せ

、
政

策
提

言
を

行
う

。

3
8

　
国

や
自

治
体

、
地

域
の

各
種

団
体

等
か

ら
の

依
頼

に
応

じ
て

、
各

種
審

議
会

・
委

員
会

の
メ

ン
バ

ー
や

ア
ド

バ
ー

ザ
ー

な
ど

と
し

て
積

極
的

に
参

画
し

、
各

教
員

の
専

門
性

を
社

会
へ

還
元

す
る

。

3
8

　
国

や
自

治
体

等
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

各
種

審
議

会
・

委
員

会
へ

積
極

的
に

参
画

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

各
種

団
体

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
な

ど
に

就
任

し
、

専
門

性
を

社
会

に
還

元
し

た
。

平
成

2
8

年
度

  
 1

1
5

件
平

成
2

7
年

度
　

1
0

5
件

b

第
２

　
教

育
研

究
上

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
　

３
　

地
域

貢
献

・
国

際
化

に
関

す
る

目
標

(1
) 

教
育

研
究

な
ど

に
お

け
る

地
域

や
社

会
と

の
連

携
・

協
力

に
関

す
る

目
標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

4
2

　
地

方
自

治
体

や
企

業
等

の
研

究
者

同
士

の
交

流
を

図
っ

て
、

社
会

的
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

努
め

、
研

究
情

報
の

交
換

や
共

同
研

究
を

促
進

す
る

。

4
2

　
県

内
の

地
方

自
治

体
と

企
業

、
地

域
住

民
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
　

ま
た

、
地

方
創

生
に

向
け

た
取

り
組

み
に

対
し

て
大

学
と

し
て

参
画

し
、

地
域

の
課

題
解

決
に

も
積

極
的

に
取

り
組

む
。

b

　
新

潟
市

と
新

潟
都

市
圏

大
学

と
の

包
括

連
携

協
議

会
で

の
活

動
に

参
加

し
た

り
、

新
潟

市
各

区
と

連
携

し
コ

ン
サ

ー
ト

を
開

催
す

る
な

ど
地

方
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
す

る
取

組
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

県
内

企
業

経
営

者
を

パ
ネ

リ
ス

ト
に

招
い

て
「

越
後

再
興

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
り

、
地

域
の

要
請

に
応

じ
て

地
域

連
携

セ
ン

タ
ー

を
経

由
し

た
学

生
や

教
員

等
の

派
遣

に
て

地
域

の
課

題
解

決
に

取
り

組
ん

だ
。

ｂ

4
3

　
地

域
連

携
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

産
学

官
連

携
や

地
域

連
携

を
大

学
全

体
と

し
て

推
進

し
、

情
報

発
信

す
る

。

4
3

　
「

地
（

知
）

の
拠

点
大

学
に

よ
る

地
方

創
生

推
進

事
業

」
（

C
O

C
+
)へ

の
参

画
を

通
じ

て
、

地
方

自
治

体
や

企
業

、
他

大
学

と
の

連
携

を
図

り
、

地
方

創
生

を
実

現
す

る
た

め
の

体
制

を
構

築
し

、
よ

り
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

、
人

材
養

成
に

連
携

協
力

す
る

。

b

　
「

C
O

C
+
」

へ
の

参
画

を
通

じ
、

地
方

自
治

体
や

企
業

、
他

大
学

と
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

マ
ッ

チ
ン

グ
フ

ェ
ア

に
学

生
の

参
加

を
促

し
、

地
元

企
業

を
知

る
機

会
を

設
け

、
地

域
を

支
え

る
人

材
の

養
成

の
基

礎
づ

く
り

を
行

っ
た

。
　

近
隣

の
福

祉
施

設
と

製
菓

店
と

の
共

同
で

県
立

大
学

米
粉

サ
ブ

レ
―

の
作

成
に

も
取

り
組

ん
だ

。

ｂ

　
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
と

の
相

互
交

流
等

、
大

学
の

国
際

化
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。

4
4

　
海

外
語

学
研

修
や

外
国

人
留

学
生

の
受

入
な

ど
、

海
外

の
大

学
等

と
の

交
流

を
、

積
極

的
に

推
進

す
る

。

4
4

　
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

を
新

潟
市

内
の

大
学

と
協

働
し

て
実

施
す

る
こ

と
で

、
国

内
外

の
大

学
と

の
更

な
る

連
携

強
化

を
図

る
。

　
ま

た
、

日
本

語
学

習
の

体
制

を
整

備
し

、
留

学
生

の
受

入
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
海

外
研

修
や

留
学

等
で

海
外

に
滞

在
す

る
学

生
の

安
全

確
保

に
努

め
る

。
a

　
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

を
他

大
学

と
協

働
し

て
実

施
し

、
国

内
外

の
大

学
と

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。

　
ま

た
、

日
本

語
学

習
の

指
導

体
制

を
整

備
し

、
留

学
生

の
受

入
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
「

危
機

管
理

セ
ミ

ナ
ー

」
等

を
開

催
し

、
海

外
研

修
や

留
学

等
で

海
外

に
滞

在
す

る
学

生
の

安
全

確
保

に
努

め
た

。
　

こ
れ

ら
に

加
え

、
外

務
省

主
催

の
K

A
K

E
H

A
S

H
I 
P

ro
je

c
t申

請
が

採
択

さ
れ

、
３

月
下

旬
に

本
学

学
生

2
3

名
が

米
国

イ
ン

デ
ィ

ア
ナ

ポ
リ

ス
市

内
の

大
学

や
企

業
を

訪
問

し
、

日
本

・
新

潟
の

魅
力

を
伝

え
た

。

ｓ

K
A

K
E

H
A

S
H

I 
P

ro
je

c
tの

採
択

、
県

内
の

学
生

が
2

3
名

も
海

外
留

学
し

て
い

る
こ

と
を

考
慮

す
る

と
、

s
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

＜
Ｋ

Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｈ

Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ

　
Ｐ

ro
je

c
tの

費
用

負
担

＞
費

用
は

、
基

本
的

に
外

務
省

が
全

額
負

担
。

た
だ

し
、

新
潟

・
成

田
間

の
飛

行
機

代
は

学
生

が
負

担
。

　
地

域
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

県
民

の
多

文
化

理
解

や
県

内
在

住
の

外
国

人
と

の
交

流
な

ど
地

域
の

国
際

化
に

協
力

す
る

。

4
5

　
県

民
の

多
文

化
理

解
や

国
際

交
流

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
地

域
団

体
等

と
連

携
し

、
地

域
の

国
際

化
に

努
め

る
。

4
5

　
市

内
大

学
や

地
域

団
体

と
の

連
携

を
図

り
、

よ
り

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
し

た
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
。

a

　
国

内
外

の
大

学
と

の
積

極
的

な
連

携
を

図
っ

た
結

果
、

サ
マ

ー
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

は
過

去
最

高
の

4
2

人
と

な
っ

た
。

今
年

度
は

、
各

国
共

通
の

地
域

課
題

で
あ

る
「

地
方

都
市

の
ま

ち
お

こ
し

と
観

光
ア

ピ
ー

ル
」

を
テ

ー
マ

に
地

域
見

学
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

村
上

市
を

訪
問

し
、

地
域

活
性

化
の

方
策

を
検

討
し

た
。

・
平

成
2

8
年

度
　

4
2

人
（

９
カ

国
、

計
９

大
学

）
・

平
成

2
7

年
度

　
1

7
人

（
５

カ
国

、
計

５
大

学
）

ａ

(2
) 

産
学

官
連

携
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
産

学
官

連
携

を
大

学
が

果
た

す
社

会
的

使
命

の
一

つ
と

し
て

捉
え

、
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

「
新

潟
県

に
お

け
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

」
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

ま
た

、
地

域
の

企
業

が
グ

ロ
ー

バ
ル

化
な

ど
の

課
題

に
対

応
す

る
こ

と
を

支
援

す
る

。

(3
) 

国
際

化
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
３

　
地

域
貢

献
・

国
際

化
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
限

ら
れ

た
人

員
や

予
算

等
の

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
7

　
全

学
的

視
点

に
立

ち
、

学
内

資
源

を
効

率
的

か
つ

柔
軟

に
配

分
す

る
。

4
7

　
費

用
対

効
果

が
明

確
で

な
い

予
算

配
分

事
業

に
つ

い
て

検
証

し
、

学
生

支
援

の
観

点
で

、
よ

り
有

効
な

事
業

の
創

設
を

検
討

す
る

。
a

　
学

内
で

の
検

討
を

重
ね

た
結

果
、

大
学

及
び

大
学

院
に

お
い

て
、

給
付

型
の

学
内

奨
学

金
制

度
を

創
設

し
た

。

・
学

修
奨

励
金

　
（

1
9

人
申

請
　

1
4

人
給

付
）

・
大

学
院

奨
学

金
　

（
５

人
申

請
　

４
人

給
付

）

ａ

奨
学

金
の

金
額

に
つ

い
て

学
修

奨
励

金
　

　
1

0
万

円
/
1

人
大

学
院

奨
学

金
　

2
2

万
5

千
円

/
1

人

　
外

部
の

意
見

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

適
切

に
反

映
さ

せ
る

。

4
8

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

、
大

学
運

営
に

適
切

に
反

映
す

る
。

4
8

　
法

人
評

価
委

員
会

で
の

意
見

に
つ

い
て

、
大

学
運

営
に

反
映

す
る

。
　

ま
た

、
認

証
評

価
で

の
課

題
の

「
改

善
計

画
」

を
適

切
に

実
行

し
、

平
成

3
0

年
7

月
末

ま
で

に
「

改
善

報
告

書
」

を
提

出
す

る
。

b

　
法

人
評

価
委

員
会

の
意

見
に

つ
い

て
、

各
部

署
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
い

、
大

学
運

営
に

反
映

し
た

。
　

ま
た

、
認

証
評

価
で

の
課

題
に

対
し

て
は

、
計

画
的

に
対

応
し

、
「

改
善

報
告

書
」

の
次

年
度

の
提

出
期

限
に

向
け

た
準

備
を

進
め

た
。

ｂ

　
法

人
が

自
ら

行
う

点
検

及
び

評
価

結
果

や
監

事
に

よ
る

監
査

結
果

を
業

務
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

4
9

　
法

人
の

監
事

等
に

よ
る

業
務

運
営

、
予

算
執

行
状

況
の

監
査

結
果

を
速

や
か

に
反

映
し

、
学

内
資

源
の

効
率

的
な

運
用

を
図

る
。

4
9

　
監

事
監

査
に

お
い

て
、

法
人

運
営

等
に

関
す

る
意

見
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
意

見
を

大
学

運
営

に
反

映
す

る
。

b

　
監

事
監

査
に

お
け

る
意

見
交

換
に

基
づ

き
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

制
度

の
的

確
な

運
用

に
関

し
て

対
応

策
を

検
討

・
実

施
し

た
。

ｂ

第
３

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
　

１
　

運
営

体
制

の
改

善
に

関
す

る
目

標

ａ

国
際

産
業

経
済

研
究

セ
ン

タ
ー

の
設

置
な

ど
、

新
し

い
様

々
な

試
み

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

考
慮

す
る

と
、

a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

　
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

大
学

運
営

を
行

う
た

め
、

理
事

長
が

そ
の

指
導

力
、

統
率

力
を

発
揮

し
、

意
思

決
定

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

運
営

す
る

。

　
理

事
長

が
指

導
力

、
統

率
力

を
発

揮
し

、
戦

略
的

か
つ

機
動

的
な

法
人

運
営

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

適
宜

体
制

の
見

直
し

等
を

行
う

。

4
6

　
学

内
運

営
を

更
に

円
滑

に
進

め
る

た
め

、
各

種
学

内
委

員
会

が
そ

れ
ぞ

れ
の

任
務

を
果

た
せ

る
よ

う
、

教
職

員
が

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

適
切

に
遂

行
す

る
。

4
6

　
学

内
運

営
が

更
に

円
滑

に
進

め
ら

れ
る

よ
う

、
事

務
局

組
織

、
各

種
セ

ン
タ

ー
、

学
内

委
員

会
等

の
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
見

直
し

、
各

機
関

が
任

務
の

遂
行

が
ス

ム
ー

ズ
と

な
る

よ
う

事
務

局
、

各
セ

ン
タ

ー
、

委
員

会
等

の
改

編
を

実
施

し
た

。

・
情

報
基

盤
セ

ン
タ

ー
の

設
置

・
国

際
産

業
経

済
研

究
セ

ン
タ

ー
の

設
置

・
外

国
語

教
育

セ
ン

タ
ー

の
強

化
a
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
非

公
務

員
型

の
メ

リ
ッ

ト
を

生
か

し
、

教
職

員
の

能
力

が
最

大
限

に
発

揮
さ

れ
る

よ
う

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
人

事
制

度
を

運
用

す
る

。

5
0

　
勤

務
形

態
等

の
人

事
制

度
を

、
柔

軟
か

つ
弾

力
的

に
運

用
す

る
。

5
0

　
学

生
サ

ー
ビ

ス
を

柔
軟

に
行

う
た

め
に

、
必

要
に

応
じ

て
規

程
等

を
改

正
す

る
。

b

　
規

程
を

改
正

し
、

施
設

開
放

時
間

の
延

長
や

警
備

員
を

配
置

す
る

な
ど

、
学

生
サ

ー
ビ

ス
を

柔
軟

に
行

え
る

よ
う

体
制

を
整

え
た

。
ｂ

　
教

職
員

の
意

欲
向

上
や

教
育

研
究

の
質

的
向

上
を

図
る

た
め

、
教

職
員

の
人

事
評

価
シ

ス
テ

ム
を

適
切

に
運

用
し

、
評

価
結

果
に

基
づ

い
た

適
正

な
処

遇
を

行
う

。

5
1

　
教

職
員

の
業

績
評

価
制

度
を

本
格

実
施

し
、

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
適

正
な

処
遇

を
行

う
。

5
1

　
教

職
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
本

格
実

施
す

る
。

b

　
教

職
員

評
価

シ
ス

テ
ム

を
本

格
実

施
し

、
評

価
結

果
に

よ
り

、
職

員
に

つ
い

て
は

自
主

研
修

に
係

る
経

費
の

補
助

を
、

教
員

に
つ

い
て

は
個

人
研

究
費

の
追

加
を

行
っ

た
。

ｂ

5
3

　
業

務
内

容
の

変
化

や
業

務
量

の
変

動
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
、

適
宜

事
務

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

5
3

　
上

司
と

職
員

の
情

報
共

有
に

よ
り

業
務

状
況

の
把

握
に

努
め

、
事

務
局

全
体

で
の

業
務

分
担

の
適

正
化

を
図

る
。

b

　
職

員
評

価
に

お
け

る
上

司
と

の
面

談
等

、
業

務
状

況
の

把
握

に
努

め
、

部
課

間
で

の
業

務
の

配
分

変
更

、
職

員
間

で
の

担
当

変
更

を
行

い
、

業
務

分
担

の
適

正
化

を
図

っ
た

。
ｂ

5
4

　
事

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
適

宜
事

務
処

理
方

法
の

点
検

を
行

い
、

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
外

部
委

託
の

見
直

し
や

拡
充

を
行

う
。

5
4

　
事

務
の

効
率

化
を

引
き

続
き

検
討

し
、

実
施

に
努

め
る

。

b

　
事

務
の

効
率

化
を

検
討

し
た

上
で

、
一

部
の

事
務

処
理

に
つ

い
て

は
外

部
委

託
を

行
っ

た
。

・
書

類
封

書
詰

め
作

業
・

求
人

票
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化

ｂ

　
全

学
的

な
視

点
か

ら
教

育
研

究
組

織
と

の
連

携
の

も
と

に
、

事
務

処
理

の
簡

素
化

及
び

経
費

節
減

の
た

め
、

事
務

の
集

中
化

・
電

算
化

・
情

報
化

を
図

る
。

5
5

　
事

務
の

簡
素

化
・

平
準

化
・

迅
速

化
の

観
点

か
ら

、
財

務
会

計
・

人
事

給
与

・
教

務
学

生
業

務
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
を

計
画

的
に

行
う

。

5
5

　
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
見

直
し

の
検

討
を

、
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
、

平
成

2
9

年
度

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
に

合
わ

せ
、

教
務

学
生

業
務

シ
ス

テ
ム

の
見

直
し

に
つ

い
て

も
、

検
討

を
行

う
。

b

　
財

務
会

計
、

教
務

等
の

シ
ス

テ
ム

を
含

む
学

内
基

幹
シ

ス
テ

ム
の

見
直

し
を

行
い

、
次

年
度

に
て

シ
ス

テ
ム

の
課

題
整

理
等

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
た

。

ｂ

　
３

　
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
に

関
す

る
目

標

　
外

部
委

託
の

有
効

活
用

や
人

的
配

置
を

常
に

見
直

し
、

効
率

的
か

つ
合

理
的

な
事

務
組

織
を

編
成

す
る

。

　
２

　
人

事
の

適
正

化
に

関
す

る
目

標

　
公

募
制

な
ど

に
よ

り
、

幅
広

く
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
努

め
、

適
切

な
人

的
配

置
を

行
う

。

　
教

職
員

の
採

用
は

原
則

公
募

制
と

し
、

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

に
配

置
す

る
。

5
2

　
教

職
員

の
採

用
に

あ
た

っ
て

は
、

公
募

を
行

う
等

幅
広

く
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

5
2

　
平

成
2

9
年

度
教

職
員

の
新

規
採

用
に

お
い

て
公

募
に

よ
る

採
用

を
実

施
し

、
特

に
職

員
採

用
に

つ
い

て
は

中
堅

職
員

に
よ

る
面

接
を

導
入

す
る

な
ど

新
た

な
仕

組
を

取
り

入
れ

、
1

1
4

件
の

応
募

の
中

か
ら

採
用

者
を

決
定

し
た

。

b

第
３

　
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標

中
堅

職
員

に
よ

る
面

接
の

導
入

な
ど

新
た

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
こ

と
、

前
年

度
比

較
で

は
応

募
倍

率
を

上
回

っ
て

い
る

こ
と

を
考

慮
す

る
と

、
a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

※
前

年
度

　
a
評

価
（

約
１

１
２

倍
）

ａ
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

5
6

　
科

学
研

究
費

等
の

助
成

に
関

す
る

情
報

収
集

・
申

請
・

受
入

な
ど

の
、

研
究

支
援

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

応
募

件
数

、
採

択
率

の
向

上
を

図
り

、
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

増
加

を
図

る
。

5
6

　
科

学
研

究
費

補
助

金
を

は
じ

め
、

外
部

資
金

等
に

関
す

る
情

報
提

供
を

的
確

に
行

う
。

b

　
科

学
研

究
費

補
助

金
を

は
じ

め
、

外
部

資
金

等
に

関
す

る
情

報
提

供
を

的
確

に
行

っ
た

。

・
平

成
2

8
年

度
申

請
件

数
2

1
件

、
新

規
採

択
数

３
件

、
継

続
1

9
件

・
平

成
2

7
年

度
申

請
件

数
2

5
件

、
新

規
採

択
数

８
件

、
継

続
1

7
件

ｂ

5
7

　
研

究
成

果
を

広
く

公
開

し
、

受
託

・
共

同
研

究
、

寄
附

金
等

の
増

加
を

図
る

。

5
7

　
研

究
成

果
を

効
率

的
に

公
表

で
き

る
よ

う
、

デ
ー

タ
の

蓄
積

方
法

を
、

教
員

評
価

シ
ス

テ
ム

と
連

動
し

て
検

討
す

る
。

b
　

教
員

評
価

シ
ス

テ
ム

の
本

格
実

施
に

あ
わ

せ
て

、
教

員
の

研
究

成
果

の
蓄

積
を

行
っ

た
。

ｂ

　
授

業
料

等
学

生
納

付
金

の
適

切
な

料
金

設
定

を
行

う
と

と
も

に
、

大
学

の
施

設
や

知
的

財
産

を
活

用
し

た
新

た
な

財
源

を
検

討
し

、
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

5
8

　
授

業
料

な
ど

学
生

納
付

金
は

適
正

な
水

準
と

な
る

よ
う

適
宜

見
直

す
と

と
も

に
、

有
料

講
座

や
大

学
施

設
の

貸
出

し
等

の
多

様
な

事
業

に
取

り
組

む
。

5
8

　
大

学
施

設
等

の
使

用
に

関
す

る
地

域
住

民
等

か
ら

の
要

望
な

ど
の

蓄
積

を
基

に
、

大
学

施
設

等
の

活
用

を
検

討
す

る
。

a

　
地

域
か

ら
の

要
望

に
よ

り
、

教
員

免
許

更
新

講
習

を
学

内
で

実
施

す
る

な
ど

、
大

学
施

設
の

活
用

を
図

っ
た

。

教
員

免
許

更
新

講
習

・
参

加
者

数
　

　
延

べ
5

2
0

名
（

前
年

度
　

延
べ

2
2

4
名

）
・

実
施

科
目

数
　

1
2

科
目

（
前

年
度

　
６

科
目

）

ａ

5
9

　
教

育
研

究
水

準
の

維
持

・
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

計
画

的
な

人
員

配
置

、
業

務
委

託
の

推
進

に
よ

り
人

件
費

の
節

減
を

図
る

。

5
9

　
各

教
職

員
は

業
務

効
率

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
管

理
職

は
業

務
状

況
の

把
握

に
努

め
る

。
b

　
教

職
員

評
価

シ
ス

テ
ム

で
業

務
上

の
目

標
及

び
成

果
を

認
識

、
自

己
評

価
す

る
と

と
も

に
、

事
務

局
管

理
職

は
課

員
と

個
別

面
談

を
行

い
、

業
務

状
況

の
把

握
及

び
助

言
を

行
っ

た
。

ｂ

6
0

　
教

職
員

の
コ

ス
ト

意
識

を
高

め
、

業
務

改
善

や
経

費
節

減
を

促
進

す
る

。

6
0

　
教

職
員

に
対

し
、

厳
し

い
財

政
状

況
に

つ
い

て
引

続
き

理
解

を
求

め
る

。
b

　
財

務
委

員
会

や
予

算
執

行
の

通
知

等
の

機
会

を
通

じ
、

財
政

状
況

や
経

費
節

減
に

つ
い

て
教

職
員

に
通

知
し

、
啓

発
を

行
っ

た
。

ｂ

6
1

　
管

理
的

経
費

に
つ

い
て

は
、

契
約

期
間

の
複

数
年

化
や

入
札

時
に

お
け

る
競

争
性

の
確

保
、

共
同

購
入

の
仕

組
み

を
整

備
し

、
経

費
を

節
減

す
る

と
と

も
に

、
省

エ
ネ

・
省

資
源

に
努

め
る

。

6
1

　
自

習
室

と
し

て
開

放
す

る
教

室
の

調
整

、
休

業
期

間
中

の
施

錠
な

ど
、

計
画

的
な

節
電

対
策

を
検

討
す

る
。

　
ま

た
、

施
設

整
備

計
画

に
お

い
て

、
省

エ
ネ

対
策

を
実

施
す

る
。

b

　
休

業
期

間
中

の
自

習
室

管
理

や
教

室
の

施
錠

に
よ

る
節

電
対

策
を

計
画

的
に

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

共
有

ス
ペ

ー
ス

の
一

部
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
に

よ
る

省
エ

ネ
対

策
を

実
施

し
た

。
ｂ

第
４

　
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

　
１

　
外

部
研

究
資

金
そ

の
他

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
目

標

　
科

学
研

究
費

補
助

金
、

受
託

研
究

、
寄

附
金

等
、

外
部

資
金

の
獲

得
に

努
め

、
経

常
収

益
に

占
め

る
外

部
研

究
資

金
比

率
を

高
め

る
。

　
２

　
経

費
の

節
減

に
関

す
る

目
標

　
教

育
研

究
の

水
準

の
維

持
、

向
上

に
配

慮
し

つ
つ

、
教

職
員

定
数

の
適

正
化

や
業

務
内

容
の

見
直

し
、

契
約

方
法

の
改

善
等

の
徹

底
し

た
合

理
化

・
効

率
化

に
よ

り
、

人
件

費
を

含
む

経
常

的
経

費
を

節
減

す
る

。
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
適

正
な

資
産

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

金
融

資
産

に
つ

い
て

は
経

営
的

視
点

か
ら

効
果

的
か

つ
安

全
確

実
な

運
用

を
図

る
。

6
2

　
資

金
管

理
規

程
に

基
づ

き
、

安
全

確
実

な
資

金
運

用
・

管
理

を
行

う
。

6
2

　
予

算
の

執
行

状
況

を
見

定
め

、
安

全
確

実
に

資
金

の
運

用
・

管
理

を
行

う
。

b

　
予

算
の

執
行

状
況

か
ら

一
定

期
間

執
行

が
見

込
ま

れ
な

い
資

金
に

つ
い

て
は

、
定

期
預

金
に

よ
る

運
用

を
行

っ
た

。

ｂ

　
教

育
研

究
の

水
準

の
向

上
の

た
め

、
施

設
整

備
の

有
効

か
つ

効
果

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

教
育

研
究

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
、

大
学

施
設

の
地

域
開

放
を

行
う

。

6
3

　
学

会
や

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

、
大

学
施

設
を

活
用

す
る

。

6
3

　
本

学
教

員
が

関
係

す
る

学
会

や
講

演
会

等
の

会
場

と
し

て
、

引
き

続
き

大
学

施
設

を
開

放
す

る
。

b

　
本

学
教

員
が

関
係

す
る

学
会

、
検

定
、

講
演

会
等

の
会

場
と

し
て

大
学

施
設

を
開

放
し

た
。

・
ロ

シ
ア

語
能

力
検

定
試

験
・

ハ
ン

グ
ル

能
力

検
定

試
験

・
中

国
語

検
定

試
験

・
新

潟
県

栄
養

士
会

研
究

会
・

N
E

A
R

（
北

東
ア

ジ
ア

言
語

学
会

）
　

　
等

ｂ

第
４

　
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

　
３

　
資

産
の

運
用

管
理

の
改

善
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

定
期

的
に

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

を
教

育
研

究
及

び
業

務
運

営
の

改
善

に
活

用
す

る
。

6
4

　
自

己
点

検
・

評
価

や
法

人
評

価
委

員
会

及
び

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
の

結
果

等
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
内

容
の

改
善

を
行

う
と

と
も

に
、

評
価

結
果

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

6
4

　
法

人
評

価
委

員
会

に
係

る
「

平
成

2
7

年
度

事
業

」
の

自
己

評
価

に
つ

い
て

、
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
で

審
議

し
、

県
へ

提
出

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
評

価
結

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
し

改
善

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
認

証
評

価
に

係
る

課
題

に
つ

い
て

は
、

質
保

証
・

戦
略

委
員

会
で

進
捗

状
況

を
確

認
し

な
が

ら
、

改
善

を
進

め
る

。

b

　
自

己
評

価
を

実
施

し
た

後
、

県
へ

「
業

務
実

績
に

関
す

る
報

告
書

」
を

提
出

す
る

と
と

も
に

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

公
表

し
た

。
　

ま
た

、
認

証
評

価
時

に
指

摘
さ

れ
た

週
末

の
施

設
利

用
や

履
修

登
録

単
位

数
の

上
限

設
定

な
ど

の
課

題
に

つ
い

て
は

改
善

を
図

っ
た

。
ｂ

　
公

立
大

学
と

し
て

の
説

明
責

任
を

果
た

し
、

大
学

の
教

育
研

究
活

動
な

ど
に

つ
い

て
県

民
の

理
解

を
得

る
た

め
、

大
学

に
関

す
る

情
報

を
積

極
的

に
公

表
す

る
。

6
5

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

冊
子

等
を

通
じ

て
、

以
下

の
情

報
を

広
く

公
表

・
公

開
す

る
。

中
期

目
標

、
中

期
計

画
、

年
度

計
画

、
財

務
諸

表
、

自
己

点
検

・
評

価
結

果
、

外
部

評
価

結
果

、
教

育
関

連
情

報
、

研
究

成
果

、
学

術
講

演
、

公
開

講
座

、
地

域
連

携
　

等

6
5

　
fa

c
e
b

o
o
k
を

本
格

運
用

す
る

た
め

の
体

制
（

ル
ー

ル
）

作
り

を
行

う
。

　
ま

た
、

広
報

誌
を

継
続

発
行

す
る

。
　

さ
ら

に
、

新
た

な
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

導
入

に
よ

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

を
目

指
す

と
と

も
に

、
教

職
員

の
広

報
マ

イ
ン

ド
醸

成
の

た
め

の
研

修
会

を
開

催
す

る
。

b

　
本

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
の

情
報

発
信

と
併

行
し

て
fa

c
e
b

o
o
k
を

試
行

的
に

運
用

し
、

本
格

運
用

に
向

け
た

準
備

を
行

い
な

が
ら

情
報

発
信

に
努

め
る

と
と

も
に

、
広

報
誌

の
発

行
を

継
続

的
に

行
っ

た
。

　
な

お
、

広
報

用
新

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

導
入

が
次

年
度

以
降

と
な

っ
た

た
め

、
研

修
会

は
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
導

入
後

と
し

た
。

ｂ

第
５

　
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
の

実
施

及
び

評
価

結
果

の
活

用
に

関
す

る
目

標
　

１
　

自
己

点
検

・
評

価
、

外
部

評
価

の
実

施
及

び
評

価
結

果
の

活
用

に
関

す
る

目
標

　
２

　
情

報
提

供
に

関
す

る
目

標
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
学

生
や

教
職

員
一

人
ひ

と
り

が
、

社
会

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
、

社
会

規
範

及
び

法
令

等
を

遵
守

し
、

県
民

の
信

頼
を

確
保

す
る

。

6
6

　
学

生
や

教
職

員
に

対
し

て
、

研
修

会
等

に
よ

り
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

う
。

6
6

  
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、

懲
戒

に
関

す
る

規
程

を
整

備
し

、
公

正
で

透
明

性
の

担
保

さ
れ

た
運

用
を

図
る

。
b

　
学

生
の

懲
戒

に
関

す
る

規
程

に
つ

い
て

、
懲

戒
の

対
象

と
な

る
標

準
例

や
、

様
式

を
定

め
る

改
正

を
行

い
、

次
年

度
の

学
生

便
覧

に
掲

載
す

る
こ

と
と

し
た

。
　

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
啓

発
の

た
め

、
C

IT
I 
J
A

P
A

N
の

e
-

le
a
ri
n

g
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

関
連

科
目

を
全

教
員

が
受

講
し

た
。

※
C

IT
I 
J
A

P
A

N
･
･
･
e
-
le

a
ri
n

g
に

よ
る

研
究

者
行

動
規

範
教

育
を

提
供

し
て

い
る

登
録

制
の

サ
ー

ビ
ス

ｂ

　
良

好
な

教
育

研
究

環
境

の
維

持
・

向
上

を
図

る
た

め
、

中
長

期
的

な
展

望
に

基
づ

く
施

設
整

備
計

画
を

策
定

す
る

。

6
7

　
施

設
整

備
等

の
実

情
を

調
査

・
点

検
し

、
将

来
必

要
と

な
る

維
持

管
理

費
や

施
設

更
新

費
を

見
積

も
り

、
中

長
期

的
な

展
望

に
基

づ
く

施
設

整
備

計
画

を
策

定
す

る
。

6
7

　
施

設
整

備
計

画
を

作
成

す
る

。
　

ま
た

、
計

画
に

基
づ

き
、

早
急

に
実

施
が

必
要

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
発

注
し

、
履

行
す

る
。

b

　
既

存
施

設
の

長
寿

命
化

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

適
切

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

実
施

す
る

た
め

の
施

設
整

備
計

画
を

作
成

し
た

。
　

ま
た

、
老

朽
化

し
て

い
る

受
変

電
施

設
の

更
新

工
事

や
損

耗
し

て
い

る
教

育
用

備
品

等
の

更
新

、
整

備
を

行
っ

た
。

ｂ

6
8

　
学

生
に

対
し

て
、

防
犯

等
に

関
す

る
意

識
啓

発
を

適
切

に
行

う
。

6
8

　
入

学
生

に
対

す
る

防
犯

講
習

を
継

続
す

る
ほ

か
、

若
年

層
の

薬
物

乱
用

に
つ

い
て

、
適

切
な

実
施

方
法

、
実

施
時

期
を

再
検

討
し

て
講

習
会

を
実

施
す

る
。

b

　
入

学
時

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
警

察
に

よ
る

防
犯

講
習

を
実

施
し

、
１

年
次

後
期

の
必

修
授

業
で

薬
物

乱
用

防
止

講
習

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

学
内

掲
示

板
や

m
a
n

a
b

a
 f

o
lio

、
大

学
入

口
に

お
い

て
、

自
転

車
に

よ
る

事
故

防
止

の
注

意
喚

起
の

掲
示

を
行

っ
た

。

ｂ

6
9

　
教

職
員

へ
の

健
康

管
理

等
を

適
切

に
行

う
。

6
9

　
定

期
健

康
診

断
を

適
切

に
実

施
す

る
と

と
も

に
教

職
員

に
受

診
を

促
す

。
　

ま
た

、
教

職
員

へ
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

を
適

切
に

実
施

す
る

。
b

　
計

画
に

基
づ

き
、

教
職

員
を

対
象

と
し

た
定

期
健

康
診

断
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
今

年
度

か
ら

新
た

に
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

。
ｂ

定
期

健
康

診
断

の
受

診
率

に
つ

い
て

9
3

.9
％

（
教

職
員

対
象

1
3

2
人

中
　

受
診

1
2

4
人

）

7
0

　
消

防
訓

練
等

危
機

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。

7
0

　
計

画
的

に
消

防
訓

練
等

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
講

習
の

実
施

等
を

検
討

す
る

。
b

　
m

a
n

a
b

a
 f

o
lio

や
学

内
放

送
等

で
、

学
内

全
体

に
呼

び
か

け
、

消
防

訓
練

を
1

2
月

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
が

連
携

し
、

緊
急

時
伝

達
訓

練
を

行
っ

た
。

Ａ
Ｅ

Ｄ
講

習
実

施
に

つ
い

て
立

案
・

検
討

を
行

い
、

次
年

度
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

ｂ

　
個

人
情

報
の

管
理

を
徹

底
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

に
対

応
す

る
た

め
の

規
程

を
適

切
に

運
用

す
る

。

7
1

　
個

人
情

報
の

管
理

を
適

切
に

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

情
報

公
開

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
お

い
て

的
確

に
対

応
す

る
。

7
1

　
個

人
情

報
の

管
理

等
を

、
適

切
に

実
施

す
る

。

ｂ

　
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
法

の
施

行
に

対
応

し
て

整
備

し
た

学
内

規
程

に
基

づ
き

、
個

人
情

報
の

取
り

扱
い

を
適

切
に

行
っ

た
。

ｂ

　
４

　
情

報
管

理
に

関
す

る
目

標

　
１

　
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

推
進

に
関

す
る

目
標

　
２

　
施

設
の

効
率

的
整

備
に

関
す

る
目

標

　
３

　
安

全
管

理
に

関
す

る
目

標

　
学

生
と

教
職

員
の

安
全

衛
生

管
理

に
関

す
る

取
組

を
充

実
す

る
。

第
６

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項
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評
価

区
分

業
務

実
績

評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

平
成

2
8

年
度

計
画

法
人

の
自

己
評

価
・

平
成

2
8

年
度

実
績

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

第
２

期
中

期
目

標
（

Ｈ
2

7
－

3
2

年
度

）
第

２
期

中
期

計
画

（
Ｈ

2
7

－
3

2
年

度
）

　
教

育
研

究
・

職
場

環
境

が
損

な
わ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
を

防
止

す
る

た
め

の
取

組
を

全
学

的
に

推
進

す
る

。

7
2

　
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
人

権
侵

害
を

防
止

す
る

た
め

、
相

談
、

啓
発

、
問

題
解

決
に

全
学

的
に

取
り

組
む

組
織

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

学
生

や
教

職
員

に
対

し
、

定
期

的
に

人
権

に
関

す
る

啓
発

や
研

修
を

実
施

す
る

。

7
2

　
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

た
め

の
取

組
な

ど
、

人
権

問
題

に
関

す
る

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
。

ｂ

　
学

生
に

対
し

て
、

新
入

生
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

及
び

学
年

別
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
に

人
権

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

付
し

、
啓

発
及

び
相

談
窓

口
の

周
知

を
行

っ
た

。
　

教
職

員
に

対
し

て
は

、
学

生
満

足
度

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
に

盛
り

込
ん

だ
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

実
態

や
実

例
を

参
考

に
し

て
啓

発
研

修
を

行
っ

た
。

ｂ

　
ま

た
、

学
内

の
様

々
な

場
に

お
い

て
、

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
。

7
3

　
男

女
共

同
参

画
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

学
内

の
慣

行
や

活
動

・
勤

務
状

況
等

の
実

態
を

把
握

し
、

男
女

均
等

な
機

会
の

提
供

と
適

切
な

処
遇

を
行

う
。

7
3

　
研

修
等

を
実

施
し

、
男

女
共

同
参

画
意

識
の

啓
発

を
図

る
。

ｂ

　
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
に

基
づ

き
学

内
に

お
い

て
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

の
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

啓
発

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
次

世
代

育
成

支
援

の
一

環
と

し
て

、
教

職
員

の
子

育
て

と
教

育
研

究
活

動
等

を
両

立
さ

せ
る

た
め

の
支

援
を

継
続

し
て

行
っ

た
。

・
入

試
時

の
託

児
所

使
用

　
　

等

ｂ

　
環

境
に

配
慮

し
た

業
務

運
営

を
行

い
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

適
切

な
処

理
と

減
量

化
に

努
め

る
。

7
4

　
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

、
そ

の
減

量
化

に
努

め
る

。

7
4

　
グ

リ
ー

ン
購

入
や

再
生

紙
の

利
用

等
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

廃
棄

物
の

分
別

を
徹

底
し

、
そ

の
減

量
化

に
努

め
る

。
ｂ

　
グ

リ
ー

ン
購

入
、

再
生

紙
の

利
用

、
不

用
物

品
の

学
内

で
の

再
利

用
等

、
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

努
め

る
と

と
も

に
、

清
掃

委
託

業
者

等
の

協
力

に
よ

り
廃

棄
物

の
分

別
を

徹
底

し
た

。
　

ま
た

、
一

部
照

明
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
導

入
に

よ
る

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
に

努
め

た
。

ｂ

　
５

　
人

権
に

関
す

る
目

標

　
６

　
環

境
保

全
の

推
進

に
関

す
る

目
標
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際
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学
部
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IC

ス
コ

ア
点
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2

－
6

1
1

ｂ
ｂ

評
価

（
6

0
0

以
上

 7
3

0
未

満
）

ｂ
人

間
生

活
学

部
T

O
E

IC
ス

コ
ア

点
5

0
0

5
8

5
－

5
8

6
ａ

ａ
評

価
（

5
0

0
以

上
）

ａ

管
理

栄
養

士
合

格
率

％
1

0
0

1
0

0
－

8
0

.9
ａ

ａ
評

価
（

合
格

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ

社
会

福
祉

士
合

格
率

位
（

％
）

1
0

（
8

4
.0

）
1

5
（

7
6

.5
）

9
1

.1
%

7
（

8
9

.5
）

ｂ

ｂ
評

価
（

達
成

率
8

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
※

達
成

率
は

、
合

格
率

（
実

績
値

）
/
1

0
位

の
合

格
率

で
算

出 　
達

成
率

＝
県

立
大

の
合

格
率

7
6

.5
 ／

 全
国

1
0

位
の

大
学

の
合

格
率

8
4

.0

ｂ

3
倍

9
.1

9
.7

1
0

6
.6

%
9

.1
ａ

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ
よ

り
倍

率
を

高
め

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。

4
％

8
5

9
0

.9
1

0
6

.9
%

9
1

.1
ａ

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ

5
％

1
1

.0
1

0
0

.0
%

0
.9

ａ
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

）
ａ

6
％

8
0

7
7

.8
9

7
.3

%
8

0
.0

ｂ
ｂ

評
価

（
達

成
率

８
0

％
以

上
 1

0
0

%
未

満
）

ｂ

7
件

1
1

－
1

ａ
ａ

評
価

（
新

規
採

択
又

は
採

択
事

業
継

続
）

※
採

択
事

業
継

続
（

C
O

C
+
）

ａ

9
％

9
0

8
9

.4
9

9
.3

%
8

9
.3

ｂ
ｂ

評
価

（
達

成
率

８
0

％
以

上
 1

0
0

%
未

満
）

ｂ

受
入

者
数

人
2

6
5

1
1

9
6

.2
%

3
6

ｓ

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）

派
遣

・
交

換
留

学
　

1
2

名
私

費
留

学
生

　
　

　
１

名
サ

マ
ー

セ
ミ

ナ
ー

　
1

7
名

韓
国

語
セ

ミ
ナ

ー
　

2
1

名
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
た

め
。

ｓ
高

く
評

価
で

き
る

。

派
遣

者
数

人
1

0
5

2
0

1
1

9
1

.4
%

1
5

1
ｓ

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
た

め
。

ｓ
高

く
評

価
で

き
る

。

％
4

.5
3

.1

1
1

％
1

0
0

2
0

.0
2

0
.0

%
5

0
.0

ｄ
ｄ

評
価

（
達

成
率

6
0

％
未

満
）

※
入

学
2

/
定

員
1

0
＝

充
足

率
（

達
成

率
）

2
0

％
ｄ

大
学

院
の

活
性

化
は

大
き

な
課

題
で

あ
り

、
地

域
に

即
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

体
系

的
開

発
な

ど
、

取
組

内
容

の
一

層
の

充
実

が
望

ま
れ

る
。

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

卒
業

生
の

就
職

・
進

学
満

足
度

志
願

倍
率

授
業

内
容

満
足

度

離
学

し
た

学
生

の
割

合

教
員

の
学

習
サ

ポ
ー

ト
満

足
度

指
　

標
　

項
　

目
単

位

◆
教

育
指

標

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

Ｈ
2

8
目

標
値

H
2

8
実

績
値

1 2

ｂ
評

価
（

就
職

率
「

直
近

の
全

国
就

職
率

平
均

値
」

以
上

1
0

0
％

未
満

）
※

全
国

就
職

率
平

均
：

9
7

.6
％

1
0

0
％

ａ
達

成
率

は
9

9
.2

%
と

ほ
ぼ

1
0

0
％

に
近

い
こ

と
、

前
年

度
比

較
で

は
達

成
率

を
上

回
っ

て
い

る
こ

と
を

考
慮

す
る

と
、

a
評

価
が

相
当

で
あ

る
。

※
前

年
度

　
a
評

価

４
　
指
標
単
位
評
価

国
の

大
学

教
育

改
革

に
関

す
る

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
採

択
数

9
9

.2
%

9
9

.1

大
学

院
の

定
員

充
足

率

8
就

職
希

望
者

の
就

職
率

1
0

留
学

生
の

受
入

・
派

遣
数

9
9

.2

達
成

率

卒
業

時
の

英
語

能
力

国
家

資
格

の
取

得
率

（
参

考
）

H
2

7
実

績
値

ｂ

（
参

考
指

標
）

学
生

に
占

め
る

外
国

人
留

学
生

の
割

合
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評
価

区
分

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
・

委
員

確
認

事
項

法
人

自
己

評
価

区
分

法
人

の
自

己
評

価
の

ポ
イ

ン
ト

評
価

基
準

な
ど

指
　

標
　

項
　

目
単

位
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
Ｈ

2
8

目
標

値
H

2
8

実
績

値
達

成
率

（
参

考
）

H
2

7
実

績
値

1
2

件
1

6
1

3
8

1
.3

%
1

4
ｂ

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
ｂ

編
1

4
0

9
2

6
5

.7
%

1
1

2
ｃ

ｃ
評

価
（

達
成

率
6

0
％

以
上

 8
0

%
未

満
）

ｃ

査
読

付
き

論
文

数
編

7
9

4
8

6
0

.8
%

5
7

ｃ
ｃ

評
価

（
達

成
率

6
0

％
以

上
 8

0
%

未
満

）
ｃ

英
語

論
文

数
編

5
0

3
3

6
6

.0
%

3
0

c
ｃ

評
価

（
達

成
率

6
0

％
以

上
 8

0
%

未
満

）
ｃ

1
6

件
5

7
6

2
1

0
8

.8
%

6
0

a
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

）
（

著
書

4
0

、
美

術
2

、
音

楽
2

0
）

ａ

分
野

に
お

け
る

論
文

、
著

書
の

相
対

的
重

要
性

に
つ

い
て

本
指

標
は

第
１

期
よ

り
、

著
書

・
美

術
・

音
楽

を
ま

と
め

て
大

学
の

発
表

数
と

し
て

継
続

し
て

採
用

し
て

お
り

、
目

標
値

は
第

１
期

実
績

平
均

の
２

０
％

増
で

設
定

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

各
分

野
、

教
員

数
の

偏
り

が
あ

る
た

め
、

３
分

野
合

計
で

発
表

数
と

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
7

件
5

3
5

5
,3

4
5

9
9

9
.1

%
2

,7
1

8
s

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
た

め
。

ｓ
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
。

ａ
1

4
0

著
書

・
美

術
作

品
・

音
楽

活
動

等
の

発
表

数

論
文

の
引

用
件

数
等

1
5

1
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

）
今

後
の

論
文

数
に

寄
与

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

受
託

・
共

同
研

究
件

数

ｃ

a
1

0
7

.9
%

2
0

3

1
4

1
5

学
会

報
告

件
数

件

◆
研

究
指

標

＜
出

願
件

数
の

減
少

理
由

＞
・

継
続

さ
れ

て
い

る
科

研
課

題
は

重
複

制
限

が
厳

し
い

（
挑

戦
的

萌
芽

に
も

出
願

で
き

な
い

）
基

盤
C

や
若

手
B

が
大

半
な

の
で

、
継

続
課

題
が

多
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

出
願

数
の

減
少

に
つ

な
が

っ
た

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
重

複
申

請
で

き
る

申
請

区
分

の
課

題
継

続
者

も
、

継
続

中
の

課
題

に
注

力
し

て
新

規
申

請
を

控
え

た
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
N

o
1

5
学

会
報

告
件

数
は

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

論
文

数
に

寄
与

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

＜
論

文
数

の
減

少
理

由
＞

・
論

文
で

な
く

書
籍

と
し

て
研

究
成

果
を

発
表

す
る

場
合

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
・

学
外

と
の

共
同

研
究

が
多

い
の

で
、

学
内

の
事

情
で

は
推

し
量

れ
な

い
要

因
も

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

論
文

数

1
3

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

出
願

件
数

件
2

8
2

1
7

5
.0

%
2

5
ｃ

ｃ
評

価
（

達
成

率
6

0
％

以
上

 8
0

%
未

満
）
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会

に
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る
評

価
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果
Ｈ

2
8

目
標
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H

2
8

実
績

値
達

成
率
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参

考
）

H
2

7
実

績
値

1
8

％
8

0
7

8
.6

9
8

.3
%

8
5

.7
ｂ

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
ｂ

1
9

人
1

3
5

1
5

0
1

1
1

.1
%

1
3

1
ａ

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ
聴

講
者

数
人

1
,0

4
0

1
,3

5
0

1
2

9
.8

%
1

,3
5

6
ｓ

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
た

め
。

ｓ
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
。

教
員

参
画

数
人

1
9

4
0

2
1

0
.5

%
5

4
ｓ

ｓ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
 か

つ
 顕

著
な

成
果

）
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
た

め
。

ｓ
目

標
値

を
大

幅
に

上
回

る
。

2
1

件
1

6
1

3
8

1
.3

%
1

4
ｂ

※
指

標
N

o
.1

2
参

照
ｂ

2
2

件
8

0
1

1
5

1
4

3
.8

%
1

0
5

s
ｓ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

 か
つ

 顕
著

な
成

果
）

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

た
め

。
ｓ

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

。

2
3

件
8

0
1

1
2

1
4

0
.0

%
1

2
4

s
ｓ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

 か
つ

 顕
著

な
成

果
）

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

た
め

。
ｓ

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

。

国
際

地
域

学
部

T
O

E
IC

ス
コ

ア
点

7
3

0
6

2
2

－
6

1
1

ｂ
※

指
標

N
o
.1

参
照

ｂ
人

間
生

活
学

部
T

O
E

IC
ス

コ
ア

点
5

0
0

5
8

5
－

5
8

6
ａ

※
指

標
N

o
.1

参
照

ａ

受
入

者
数

人
2

6
5

1
1

9
6

.2
%

3
6

ｓ
※

指
標

N
o
.1

0
参

照
ｓ

※
指

標
N

o
.1

0
参

照

派
遣

者
数

人
1

0
5

2
0

1
1

9
1

.4
%

1
5

1
ｓ

※
指

標
N

o
.1

0
参

照
ｓ

※
指

標
N

o
.1

0
参

照

％
4

.5
3

.1

2
6

％
7

5
6

9
.2

9
2

.3
%

6
4

.5
ｂ

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
ｂ

2
7

倍
9

.1
9

.7
1

0
6

.6
%

9
.1

ａ
※

指
標

N
o
.3

参
照

ａ

2
8

件
1

8
2

2
1

2
2

.2
%

2
5

ｓ
ｓ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

 か
つ

 顕
著

な
成

果
）

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

た
め

。
ｓ

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
る

。

2
9

％
3

3
.4

1
1

3
.3

%
3

.2
a

ａ
評

価
（

達
成

率
1

0
0

％
以

上
）

ａ

3
0

％
5

5
5

5
.6

1
0

1
.1

%
5

2
.7

a
ａ

評
価

（
達

成
率

1
0

0
％

以
上

）
ａ

3
1

％
2

0
1

9
.3

9
6

.5
%

1
9

.1
b

ｂ
評

価
（

達
成

率
８

0
％

以
上

 1
0

0
%

未
満

）
ｂ

教
育

研
究

費
比

率

事
務

局
の

学
生

サ
ポ

ー
ト

満
足

度
（

学
生

生
活

、
就

職
）

志
願

倍
率

（
再

掲
）

（
参

考
指

標
）

学
生

に
占

め
る

外
国

人
留

学
生

の
割

合

自
己

収
入

比
率

◆
業

務
運

営
指

標

◆
財

務
指

標

2
5

留
学

生
の

受
入

・
派

遣
数

（
再

掲
）

外
部

研
究

資
金

比
率

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

獲
得

件
数

大
学

・
教

員
が

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
取

り
上

げ
ら

れ
た

件
数

2
4

卒
業

時
の

英
語

能
力

（
再

掲
）

審
議

会
等

委
員

委
嘱

数

卒
業

生
を

採
用

し
た

企
業

の
満

足
度

新
卒

者
の

県
内

就
職

数

2
0

公
開

講
座

な
ど

聴
講

者
・

教
員

参
画

者
数

◆
地

域
貢

献
・

国
際

化
指

標

受
託

・
共

同
研

究
件

数
（

再
掲

）

36  

参考資料２



Ⅳ 参考
公立大学法人新潟県立大学の各事業年度の業務実績評価（年度評価）実施要領

平 成 2 7 年 ８ 月 ７ 日

新潟県公立大学法人評価委員会

第１ 趣旨

この要領は、地方独立行政法人法第28条の規定及び当該規定に基づき定められた県規則

（新潟県公立大学法人の業務運営並びに財務及び会計に関する規則）に基づき、新潟県公

立大学法人評価委員会（以下「評価委員会」という｡)が行う公立大学法人新潟県立大学（以

下「法人」という｡)の各事業年度の業務実績に関する評価（以下「年度評価」という｡)の

実施について必要な事項を定めるものとする。

第２ 評価の目的

評価委員会が行う評価は、法人の業務運営の自主的かつ継続的な見直し・改善を促し、

もって、法人の業務の質的向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資することを目的と

して行う。

第３ 評価の基本方針

年度評価は、中期目標の達成に向けた中期計画の進捗状況を確認する観点から行い、評

価に当たっては、総合的かつ効率的に行うこととする。

なお、評価の際は、大学の教育研究の特性や大学運営の自主性・自律性に配慮すると共

に、評価を通じて、法人の中期目標の達成に向けた取組状況を県民に分かりやすく示すよ

う努めるものとする。

第４ 年度評価の実施時期

年度評価は、当該事業年度終了後、概ね５月以内に実施するものとする。

第５ 年度評価の実施方法

１ 評価手法

年度評価は、その目的を効率的かつ効果的に達成するため、業務実績に基づき法人

が行う自己評価結果を踏まえ、項目別に評価の上、中期計画の進捗状況について総合

的な評価（全体評価）を行う。

２ 評価項目

評価項目は、表１のとおりとする。

３ 評価基準

評価にあたっては、表２－１の取扱いを基本に、取組状況や計画の難易度、外的要

因等、それぞれの状況を総合的に勘案して評価するものとする。

ただし、指標単位評価について指標の性質から、表２－１により達成率を算定しが

たい指標については、表２－２によるものとする。
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４ 評価の手順

(1) 小項目別評価（事業単位評価・指標単位評価）

ア 法人による実績報告・自己評価

法人は、表１に定める小項目別の業務実績をとりまとめ、第５の３に定める評

価基準に沿い自己評価の上、業務実績報告書を作成し、評価の実施時期の属する

年度の６月末日までに評価委員会に提出する。

イ 評価委員会による検証・評価

評価委員会は、法人から提出された業務実績報告書について、法人関係者から

のヒアリング等により検証の上、表１に定める小項目別に、第５の３に定める評

価基準により評価する。

なお、評価委員会は、検証、評価を行う上で必要がある場合、法人に対して資

料の追加提出を求めることができるものとする。

ウ 法人意見の聴取、申立て機会の付与

評価の透明性、正確性を確保するため、評価委員会は、法人の実績報告・自己

評価に基づき実施した小項目別評価について、評価結果の決定に先立ち、法人に

評価結果案を提示し、意見申立ての機会を付与する。

なお、法人は、当該案に対する意見を、書面により評価委員会に申し出るもの

とする。

エ 評価の確定

評価委員会は、小項目別評価案に対する法人意見を踏まえ、必要に応じて法人

関係者の説明を受けて当該意見の適否を審議し、当該案に修正を加える等により

小項目別評価を確定する。

(2) 大項目別評価

評価委員会は、小項目別評価結果を踏まえ、表１に定める大項目ごとに、表２－

１に定める評価基準により、中期計画の進捗状況を総合的に勘案して評価する。

(3) 全体評価

評価委員会は、大項目別評価の結果を踏まえ、表２－１に定める評価基準により、

中期目標の達成に向けた中期計画の全体的な進捗状況を総合的に勘案して評価す

る。

第６ 評価結果の取扱い等

１ 評価結果の通知及び公表等

評価委員会は、評価結果を確定したときは、評価書としてとりまとめ、遅滞なく当

該評価書を法人及び知事に送付するとともに新潟県ホームページ等で公表する。
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２ 評価結果の活用

法人は、評価結果を自らの業務運営等の見直し又は改善に活用・反映させていくも

のとする。

なお、評価委員会は、評価に際し、従前の評価結果等に対する法人の業務運営への

活用・反映状況等を確認するものとする。

第７ 評価方法の継続的な見直し

この要領については、年度評価の実施状況等を踏まえ、必要に応じて見直すものとする。

第８ その他

この要領に定めるもののほか、評価の実施に際して必要な事項は、評価委員会が別に定

める。

附 則

この要領は、平成22年３月23日から施行する。

附 則

この要領は、平成27年８月７日から施行する。
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（表１：年度評価における評価項目）

評 価 区 分 評 価 の 対 象

小
事業単位 年度計画の第１から第５の最小項目として記載されている各事項の達成状況

項

目
評価 ※ 第６から第10に係る実績については、全体評価の際に参考情報として用いる。

別

評 指標単位
年度計画の各数値目標の達成状況

価 評価

小項目別評価を踏まえた、中期計画における次の７区分ごとの進捗状況

１ 教育に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の１）

【教育に関する事項】

２ 研究に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の２）

【研究に関する事項】

３ 地域貢献・国際化に関する目標を達成するための措置（中期計画第１の３）

【地域貢献・国際化に関する事項】

大項目別 ４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置（中期計画第２）

評価 【業務運営に関する事項】

５ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置（中期計画第３）

【財務内容に関する事項】

６ 自己点検・評価、外部評価の実施及び評価結果の活用に関する目標を達成する

ための措置（中期計画第４）

【自己点検・評価等に関する事項】

７ その他業務運営に関する重要事項を達成するための措置（中期計画第５）

【その他業務運営に関する事項】

全体評価 大項目別評価を踏まえた、中期計画全体の進捗状況
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（表２－１：年度評価における評価基準）

評 価 区 分 評定 評 語 評価の目安

ｓ 年度計画を大幅に上回る 特に優れる若しくは顕著な成果

ａ 年度計画を上回る 上回る若しくは十分な実施

事業単位
小 ｂ 年度計画を概ね実施 実施

評価

項 ｃ 年度計画を十分に実施せず 下回る若しくは実施が不十分

目 ｄ 年度計画を大幅に下回る 特に劣る若しくは実施せず

別 ｓ 年度計画を大幅に上回る 達成率 100％以上かつ顕著な成果

評 ａ 年度計画を上回る 達成率 100％以上

指標単位
価 ｂ 年度計画を概ね実施 達成率 80％以上 100％未満

評価

ｃ 年度計画を十分に実施せず 達成率 60％以上 80％未満

ｄ 年度計画を大幅に下回る 達成率 60％未満

Ｓ 中期計画の進捗は優れて順調 大項目（７区分）別に、中期計画の進捗状況

について、小項目別評価から総合的に勘案し、

Ａ 中期計画の進捗は順調 評価

大項目別
Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調

評価

Ｃ 中期計画の進捗はやや遅れている

Ｄ 中期計画の進捗は遅れている

中期計画の進捗は優れて順調 中期計画全体の進捗状況について、大項目別

評価から総合的に勘案し、評価

中期計画の進捗は順調

全体評価 中期計画の進捗は概ね順調

中期計画の進捗はやや遅れている

中期計画の進捗は遅れている
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（表２－２：実施要領第５の３の表２－１により達成率を算定しがたい指標の評価基準）

指 標 評定 評 語 評価の目安

ｓ 年度計画を大幅に上回る
730以上（500以上）かつ顕著な成果

※（ ）内は人間生活学部。以下同じ

卒業時の

英語能力 ａ 年度計画を上回る 原則 730以上（500以上） 左記の区分を

基本に目標達

ＴＯＥＩＣ
ｂ 年度計画を概ね実施

原則 600以上 730未満 成者の割合等

スコア （450以上 500未満） を総合的に勘

案して評価す

ｃ 年度計画を十分に実施せず
原則 500以上 600未満 る。

（400以上 450未満）

ｄ 年度計画を大幅に下回る 500未満（400未満）

ｓ 年度計画を大幅に上回る 合格率 100％かつ顕著な成果

国家資格の ａ 年度計画を上回る 合格率 100％

取得率

ｂ 年度計画を概ね実施 合格率「直近の全国合格率平均値」以上 100％未満

管理栄養士

合格率 ｃ 年度計画を十分に実施せず 合格率 80％以上「直近の全国合格率平均値」未満

ｄ 年度計画を大幅に下回る 合格率 80％未満

ｓ 年度計画を大幅に上回る 就職率 100％かつ顕著な成果

ａ 年度計画を上回る 就職率 100％

就職希望者の

就職率 ｂ 年度計画を概ね実施 就職率「直近の全国就職率平均値」以上 100％未満

ｃ 年度計画を十分に実施せず 就職率 80％以上「直近の全国就職率平均値」未満

ｄ 年度計画を大幅に下回る 就職率 80％未満

ｓ 年度計画を大幅に上回る 新規採択又は採択事業継続かつ顕著な成果

ａ 年度計画を上回る 新規採択又は採択事業継続

国の大学教育

改革に関する ｂ 年度計画を概ね実施 申請あり（不採択）

支援プログラ

ム採択数 ｃ 年度計画を十分に実施せず 申請準備あり

ｄ 年度計画を大幅に下回る 取組なし

－ 該当なし 該当する申請事業なし
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「◎」：委員長、部会長
（五十音順、敬称略）

選出分野 現 職

う ら た   しゅうじろう

浦 田 秀次郎

お ば た   る み こ

尾 畑 留美子

こじょう   よ し こ

古 城 佳 子

さ か い   け い じ

坂 井 啓 二

しろやま   ひであき

城 山 英 明

新潟県公立大学法人評価委員会

氏　名

教育･研究 ◎
早稲田大学
大学院アジア太平洋研究科教授

地域・経営
尾畑酒造株式会社
専務取締役

県立大学部会　委 員

教育･研究
東京大学
大学院総合文化研究科教授

会　計 公認会計士

教育･研究
東京大学
大学院法学政治学研究科教授
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